
金
正
恩
氏
に
「
強
い
保
護
」

ど
を
定
め
た
関
連
法
案
を
衆

参
両
院
で
可
決
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
は
６
カ
国
以

上
の
手
続
き
完
了
が
条
件

だ
。
メ
キ
シ
コ
が
既
に
済
ま

せ
た
ほ
か
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
国

会
審
議
が
始
ま
る
な
ど
順
調

だ
と
い
い
、
年
末
か
来
年
初

め
の
発
効
が
視
野
に
入
る
。

　

手
続
き
を
急
ぐ
背
景
に

は
、
高
い
経
済
効
果
を
見
積

も
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
成
果
と
す

る
思
惑
に
加
え
、
６
月
以
降

に
始
ま
る
日
米
閣
僚
の
貿
易

協
議
も
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政

権
に
は
２
国
間
の
自
由
貿
易

協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
交
渉
へ
の

意
欲
が
強
い
。
日
本
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
盾
に
圧
力
を
か
わ
し
、

農
業
の
市
場
開
放
な
ど
で
譲

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
１
７
日
、
北
朝
鮮
が
完
全
な
非
核
化
に
応
じ
れ
ば
、
金
正
恩
朝
鮮

労
働
党
委
員
長
は
「
強
い
保
護
」
を
得
ら
れ
る
と
述
べ
、
見
返
り
に
体
制
を
保
証
す
る
用
意
が
あ
る
と
表
明
し
た
。

非
核
化
を
拒
め
ば
圧
力
強
化
を
辞
さ
な
い
姿
勢
も
強
調
。
米
国
が
一
方
的
な
核
放
棄
を
強
要
す
れ
ば
、
６
月
の
米

朝
首
脳
会
談
を
取
り
や
め
る
と
警
告
し
た
北
朝
鮮
に
対
し
「
金
氏
に
と
っ
て
最
善
の
道
は
米
国
と
の
合
意
だ
」
と

訴
え
、
予
定
通
り
会
談
準
備
を
進
め
る
意
向
を
示
し
た
。

北
朝
鮮
の
非
核
化
見
返
り

２
カ
国
目
と
な
る
が
、
野
党

は
茂
木
敏
充
経
済
再
生
担
当

相
の
不
信
任
案
を
衆
院
に
提

出
し
た
。
法
案
審
議
は
中
断

し
て
お
り
、
成
立
が
遅
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
条
約
批
准

に
同
意
を
与
え
る
承
認
案

は
、
参
院
送
付
か
ら
３
０
日

た
つ
と
自
然
成
立
す
る
。
与

党
は
会
期
末
を
見
据
え
て
こ

の
日
の
衆
院
通
過
に
こ
だ

わ
っ
た
。
参
加
国
に
手
続
き

完
了
を
通
知
す
る
に
は
、
畜

産
農
家
の
経
営
安
定
対
策
な

　
【
共
同
】
米
国
を
除
く

１
１
カ
国
が
参
加
す
る
環
太

平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

の
承
認
案
が
１
８
日
、
衆
院

本
会
議
で
与
党
な
ど
の
賛
成

多
数
に
よ
り
可
決
、
衆
院
を

通
過
し
た
。
憲
法
の
定
め
に

よ
り
６
月
２
０
日
ま
で
の
今

国
会
成
立
が
確
定
し
、
国
内

手
続
き
が
前
進
。
政
府
、
与

党
は
関
連
法
案
も
会
期
中
に

成
立
さ
せ
、
早
期
発
効
に
弾

み
を
つ
け
た
い
考
え
だ
。
一

連
の
手
続
き
が
完
了
す
れ
ば

現
時
点
で
メ
キ
シ
コ
に
続
き

不
信
任
案
で
法
案
に
遅
れ
も

搬
送
し
た
南
部
テ
ネ
シ
ー
州

米大統領、体制保証の用意

　
【
共
同
】
復
興
庁
は
１
８

日
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
岩
手
、
宮

城
、
福
島
３
県
の
被
災
者
向

け
災
害
公
営
住
宅
が
、
３
月

末
時
点
で
２
万
８
２
１
３

戸
完
成
し
た
と
発
表
し
た
。

計
画
戸
数
に
対
す
る
進
捗

率
は
９
６
％
と
な
っ
た
。

２
０
１
８
年
度
中
に
９
９
％

が
完
成
し
、
１
９
年
度
に
整

備
が
完
了
す
る
見
込
み
。

　

県
別
で
は
岩
手
が

９
０
％
、
宮
城
が
９
７
％
。

福
島
は
地
震
・
津
波
の
被
災

者
向
け
は
整
備
が
終
わ
り
、

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事

故
の
避
難
者
向
け
は
９
９
％

だ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
原
発
事

故
に
よ
る
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
た
後
に
元
の
市
町
村
へ

戻
る
人
向
け
の
公
営
住
宅
も

２
８
３
戸
完
成
し
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど

に
よ
り
、
地
元
自
治
体
が
被

災
者
向
け
に
造
成
す
る
宅
地

は
３
県
で
１
万
６
１
９
０
戸

の
整
備
が
終
わ
り
、
進
捗
率

は
８
９
％
だ
っ
た
。
整
備
完

了
は
２
０
年
度
の
見
込
み
。

で
、
大
阪
地
検
特
捜
部
が
虚

偽
公
文
書
作
成
容
疑
で
告
発

さ
れ
た
佐
川
宣
寿
前
国
税
庁

長
官
ら
を
不
起
訴
と
す
る

方
針
を
固
め
た
こ
と
が
１
８

日
、
関
係
者
へ
の
取
材
で
分

か
っ
た
。
売
却
価
格
が
８
億

円
余
り
値
引
き
さ
れ
た
問
題

の
背
任
容
疑
に
つ
い
て
も
、

財
務
省
近
畿
財
務
局
担
当
者

ら
の
立
件
を
見
送
る
方
向
で

最
高
検
と
協
議
し
て
い
る
。

　

不
起
訴
の
場
合
、
告
発
し

た
市
民
団
体
な
ど
は
検
察
審

査
会
に
審
査
を
申
し
立
て
る

と
み
ら
れ
る
。

　

改
ざ
ん
は
昨
年
２
月
下
旬

〜
４
月
、
決
裁
文
書
１
４
件

で
行
わ
れ
た
。
安
倍
昭
恵
首

相
夫
人
や
複
数
の
政
治
家
に

つ
い
て
の
記
述
、
土
地
取
引

を
巡
る
「
特
例
的
な
内
容
」

や「
本
件
の
特
殊
性
」と
い
っ

た
文
言
が
削
除
さ
れ
た
。

　

検
察
に
は
、
公
文
書
の
作

成
権
限
が
あ
る
公
務
員
が
改

ざ
ん
に
関
与
し
た
場
合
に
適

用
さ
れ
る
虚
偽
公
文
書
作
成

容
疑
や
、
権
限
の
な
い
者
が

衆
院
通
過
、
手
続
き
前
進

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
今
国
会
承
認
確
定

歩
し
な
い
姿
勢
を
示
す
。

　

今
後
は
タ
イ
な
ど
新
規
参

加
を
望
む
国
と
の
交
渉
が
本

格
化
す
る
。
ま
た
日
本
は
７

月
に
も
、欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ

Ａ
）
に
署
名
。
自
由
貿
易
圏

を
広
げ
、
保
護
主
義
的
な
米

国
を
け
ん
制
す
る
。

　

た
だ
野
党
は
「
審
議
が
不

十
分
だ
」
と
主
張
。
農
家
の

批
判
が
強
ま
れ
ば
、
国
会
の

波
乱
は
拡
大
し
そ
う
だ
。

　

１
１
カ
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、

米
離
脱
を
受
け
今
年
３
月
に

新
た
に
署
名
し
た
協
定
。
関

税
分
野
は
内
容
を
変
え
ず
、

知
的
財
産
分
野
を
中
心
に

２
２
項
目
の
効
力
を
凍
結
し

た
。

佐
川
氏
、
改
ざ
ん
不
起
訴
へ

財
務
省
側
背
任
容
疑
も
困
難
か

韓
国
て
こ
に
米
へ
働
き
掛
け
か

北
朝
鮮
、
圧
力
維
持
に
不
満

　
【
北
京
共
同
】
北
朝
鮮
は
、

米
韓
訓
練
を
理
由
に
南
北
対

話
に
は
当
面
応
じ
な
い
立
場

を
表
明
し
た
。
２
２
日
に
予

定
さ
れ
る
米
韓
首
脳
会
談
を

に
ら
み
、米
朝
の
「
仲
介
役
」

を
自
任
す
る
韓
国
の
文
在
寅

大
学
生
の
就
職
率
、
９
８
・０
％

過
去
最
高
、
７
年
連
続
上
昇

他
人
名
義
で
行
っ
た
場
合
の

公
文
書
変
造
容
疑
な
ど
の
告

発
が
出
さ
れ
た
。

　

特
捜
部
は
財
務
省
理
財
局

が
改
ざ
ん
を
主
導
し
た
と
み

て
捜
査
。
当
時
の
理
財
局
長

の
佐
川
氏
ら
へ
の
任
意
聴
取

を
進
め
た
が
、
交
渉
過
程
や

契
約
内
容
な
ど
根
幹
部
分
に

は
大
き
な
変
更
が
な
く
、
文

書
が
虚
偽
の
内
容
に
な
っ
た

と
は
言
え
ず
、
立
件
は
困
難

と
判
断
し
た
も
よ
う
だ
。

　

一
方
、
財
務
省
近
畿
財
務

局
が
大
阪
府
豊
中
市
の
国
有

地
を
約
８
億
２
千
万
円
値
引

き
し
学
園
側
に
売
却
し
た
問

題
で
は
、
財
務
局
担
当
者
ら

へ
の
背
任
容
疑
の
告
発
を
受

け
て
捜
査
し
て
き
た
。
値
引

き
の
根
拠
に
な
っ
た
の
は
、

国
有
地
の
地
中
で
見
つ
か
っ

た
ご
み
の
撤
去
費
だ
っ
た
。

　

背
任
罪
の
立
件
に
は
、
自

身
や
学
園
の
た
め
に
任
務
に

背
く
行
為
を
し
て
国
に
損

害
を
与
え
た
と
の
立
証
が
必

要
。
特
捜
部
は
撤
去
費
の
算

出
方
法
に
明
確
な
ル
ー
ル
は

政
権
を
揺
さ
ぶ
り
、
非
核
化

の
見
返
り
と
し
て
体
制
保
証

を
確
約
す
る
よ
う
米
国
に
働

き
掛
け
さ
せ
る
狙
い
が
あ
る

と
み
ら
れ
る
。

　

韓
国
大
統
領
府
は
１
８

日
、
北
朝
鮮
が
非
核
化
し
た

復興庁、３月末まとめ

災害公営住宅９６％完成

場
合
に
「
明
る
い
未
来
」
を

保
証
す
る
方
策
を
米
韓
会
談

で
議
論
す
る
と
発
表
。
非
核

化
の
見
返
り
を
議
題
と
す
る

こ
と
を
明
確
に
し
、
一
方
的

な
核
放
棄
の
強
要
な
ど
に
反

発
す
る
北
朝
鮮
を
な
だ
め
る

意
図
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

北
朝
鮮
が
米
韓
両
軍
の
共

同
訓
練
「
マ
ッ
ク
ス
・
サ
ン

ダ
ー
」
を
強
く
非
難
し
た
の

は
、
訓
練
を
「
最
大
限
の
圧

力
」
維
持
の
表
れ
と
み
る
か

ら
だ
。
北
朝
鮮
は
拘
束
し
た

米
国
人
３
人
を
解
放
、
２
３

〜
２
５
日
に
は
核
実
験
場
廃

棄
の
式
典
も
行
う
予
定
。
北

朝
鮮
と
し
て
は
「
善
意
」
を

示
し
て
い
る
の
に
、
米
韓
が

そ
れ
に
見
合
う
行
動
を
取
っ

て
い
な
い
と
不
満
を
募
ら
せ

て
い
る
も
よ
う
だ
。

　

北
朝
鮮
の
李
善
権
祖
国
平

和
統
一
委
員
長
は
１
７
日
、

同
国
が
朝
鮮
半
島
の
平
和
の

た
め
「
誰
も
想
像
で
き
な
い

大
勇
断
を
行
動
で
示
し
た
」

の
に
、
非
核
化
実
現
ま
で
最

大
限
の
圧
力
を
維
持
す
る
と

し
て
い
る
米
国
に
韓
国
が
同

調
し
て
い
る
と
非
難
し
た
。

　

北
朝
鮮
が
米
韓
訓
練
に
反

発
す
る
背
後
に
、
在
韓
米
軍

縮
小
を
望
む
「
中
国
の
意
向

が
働
い
て
い
る
」（
北
朝
鮮

専
門
家
）
と
の
見
方
も
。
中

国
の
王
毅
国
務
委
員
兼
外
相

は
訪
問
先
の
パ
リ
で
１
６

日
、「
北
朝
鮮
の
自
発
的
措

置
は
十
分
信
頼
で
き
る
」
と

述
べ
、
米
側
に
慎
重
な
対
応

を
求
め
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
記
者

団
に
語
っ
た
。
米
側
は
北
朝

鮮
側
に
核
兵
器
の
引
き
渡

し
を
求
め
、
年
内
に
も
具
体

的
な
行
動
を
起
こ
す
よ
う
要

請
。
米
政
府
関
係
者
に
よ
る

と
、
１
〜
２
年
内
の
非
核
化

完
了
を
目
標
と
し
て
お
り
、

激
し
い
駆
け
引
き
が
続
い
て

い
る
も
よ
う
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
０
０
３

年
の
米
英
と
の
合
意
で
リ
ビ

ア
が
核
開
発
計
画
を
放
棄
し

た
「
リ
ビ
ア
方
式
」
に
つ

い
て
、「
北
朝
鮮
に
つ
い
て

検
討
す
る
際
の
方
式
で
は
な

い
」
と
言
明
。
１
１
年
の
中

東
民
主
化
運
動
「
ア
ラ
ブ
の

春
」
で
崩
壊
し
た
カ
ダ
フ
ィ

政
権
を
保
護
す
る
合
意
は
な

か
っ
た
と
指
摘
し
、
北
朝
鮮

に
適
用
す
る
方
式
で
は
「
金

氏
が
国
家
を
運
営
し
、
国
は

豊
か
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　

核
放
棄
完
了
後
に
見
返
り

を
与
え
る
リ
ビ
ア
方
式
に
関

わ
っ
た
ボ
ル
ト
ン
大
統
領
補

佐
官
（
国
家
安
全
保
障
問
題

担
当
）
が
北
朝
鮮
へ
の
適
用

に
意
欲
を
示
し
て
い
た
が
、

北
朝
鮮
は
体
制
崩
壊
へ
の
懸

念
か
ら
反
発
し
て
い
た
。

　

米
朝
首
脳
会
談
に
つ
い
て

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
恐
ら
く
非

常
に
成
功
す
る
」
と
期
待
を

示
し
「
合
意
で
き
れ
ば
金
氏

は
幸
せ
に
な
る
」
と
強
調
。

一
方
で
「
会
談
が
実
現
し
な

け
れ
ば
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
む
」
と
述
べ
、
カ
ダ
フ
ィ

政
権
の
よ
う
な
結
末
も
あ
り

得
る
と
け
ん
制
し
た
。

　

ボ
ル
ト
ン
氏
は
米
朝
首
脳

が
非
核
化
に
関
し
て
合
意
す

れ
ば
、
核
兵
器
を
解
体
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
る
米
国
に
運
ぶ

こ
と
が
可
能
と
し
て
、
リ
ビ

ア
か
ら
核
兵
器
開
発
機
材
を

　
【
共
同
】
学
校
法
人
「
森

友
学
園
」
へ
の
国
有
地
売
却

に
関
す
る
決
裁
文
書
改
ざ
ん

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
＝
岡
坂
健

太
郎
】
韓
国
の
趙
明
均
統
一

相
は
１
８
日
、
共
同
通
信
と

の
単
独
会
見
に
応
じ
、
北
朝

鮮
の
非
核
化
が
実
現
す
れ

ば
、
日
本
は
北
朝
鮮
か
ら
中

国
、
ロ
シ
ア
両
国
ま
で
を
含

め
た
文
在
寅
政
権
の
経
済
圏

構
想
「
朝
鮮
半
島
新
経
済
地

図
」
の
実
現
に
向
け
た
「
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
」

と
述
べ
、
日
本
の
参
加
に
強

い
期
待
を
示
し
た
。
日
米
両

国
と
北
朝
鮮
の
国
交
正
常
化

が
実
現
す
れ
ば
、
同
構
想
と

永
続
的
な
非
核
化
実
現
の
土

台
に
な
る
と
の
考
え
も
示
し

た
。

　

韓
国
の
主
要
閣
僚
が
４
月

の
板
門
店
で
の
南
北
首
脳
会

談
以
降
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
と

会
見
す
る
の
は
初
め
て
。
趙

氏
は
南
北
首
脳
会
談
に
随
行

し
、
閣
僚
級
会
談
の
首
席
代

表
と
し
て
も
北
朝
鮮
高
官
と

の
交
渉
に
当
た
っ
て
き
た
。

　

新
経
済
地
図
は
文
大
統
領

が
就
任
前
か
ら
掲
げ
て
き
た

が
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
に
伴

う
国
際
社
会
の
制
裁
の
影
響

で
進
展
し
て
い
な
い
。
趙
氏

に
よ
る
と
、
首
脳
会
談
で
金

正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
に

こ
の
構
想
を
発
表
資
料
作
成

ソ
フ
ト
で
説
明
し
よ
う
と
準

備
し
た
が
時
間
が
足
り
ず
、

資
料
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
に

入
れ
金
氏
に
提
供
し
た
。
北

朝
鮮
側
は
鉄
道
や
道
路
連
結

に
関
心
を
示
し
た
と
い
う
。

　

趙
氏
は
米
韓
両
軍
の
共
同

訓
練
「
マ
ッ
ク
ス
・
サ
ン

ダ
ー
」
を
理
由
に
北
朝
鮮
が

延
期
を
通
知
し
た
南
北
閣
僚

級
会
談
に
つ
い
て
、
訓
練
が

終
わ
れ
ば
開
催
を
改
め
て
模

索
す
る
と
表
明
。「
非
核
化

問
題
と
南
北
関
係
は
車
の
両

輪
で
、
片
側
の
車
輪
だ
け
進

む
こ
と
は
で
き
な
い
。
北
朝

鮮
も
正
し
く
判
断
す
る
だ
ろ

う
」
と
述
べ
た
。

　

日
本
に
つ
い
て
は
「
経
済

協
力
だ
け
で
な
く
安
保
、
平

和
、
社
会
分
野
で
も
協
力
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
重
要
な
近
隣
国
と
認
識

し
て
い
る
」
と
強
調
。

　
「
日
本
列
島
の
上
空
を
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ぶ
よ

う
な
状
況
を
な
く
す
こ
と
は

日
韓
や
周
辺
国
の
共
通
目
標

だ
」
と
し
た
上
で
、
一
方
的

に
圧
迫
す
る
の
で
は
な
く
北

朝
鮮
の
立
場
に
配
慮
し
「
力

を
合
わ
せ
て
解
決
し
て
い
く

過
程
が
重
要
だ
」
と
し
た
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉

致
問
題
は
、
文
氏
が
南
北
首

脳
会
談
で
取
り
上
げ
た
と
し

た
が
、
北
朝
鮮
側
の
反
応
に

は
言
及
を
避
け
た
。

　
【
共
同
】
今
春
に
大
学
を

卒
業
し
、
就
職
を
希
望
し
た

人
の
就
職
率
は
４
月
１
日
時

点
で
９
８
・
０
％
で
、
統
計

を
始
め
た
１
９
９
７
年
春
卒

以
降
、
過
去
最
高
を
更
新
し

た
。
前
年
同
期
比
０
・
４
ポ

イ
ン
ト
増
で
、
７
年
連
続
の

上
昇
と
な
っ
た
。
厚
生
労
働

省
と
文
部
科
学
省
が
１
８
日

発
表
し
た
。

　

売
り
手
市
場
を
背
景
に

大
学
生
の
就
職
希
望
者
も

７
５
・
３
％
と
過
去
最
高
を

更
新
。
厚
労
省
の
担
当
者

は
「
景
気
が
回
復
基
調
に
あ

る
こ
と
や
企
業
の
採
用
意
欲

が
改
善
し
た
こ
と
で
、
学
生

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
）、
８
年

連
続
の
上
昇
と
な
っ
た
。
林

芳
正
文
科
相
は
閣
議
後
記
者

会
見
で
「
大
学
や
高
校
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
が
進
ん

だ
こ
と
や
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
推
進
も
要
因
と
考
え
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

大
学
生
の
男
女
別
で
は
男

子
が
９
７
・
５
％
、
女
子
が

９
８
・
６
％
だ
っ
た
。
ま
た
、

文
系
は
９
８
・
２
％
で
０
・
９

ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
一

方
、
理
系
は
１
・
５
ポ
イ
ン

ト
減
の
９
７
・
２
％
。
統
計

開
始
後
初
め
て
文
系
が
理
系

を
上
回
っ
た
。
理
系
が
下

が
っ
た
理
由
に
つ
い
て
厚
労

省
担
当
者
は
「
第
１
希
望
の

企
業
で
資
格
取
得
な
ど
が
条

件
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
も

う
１
年
か
か
っ
て
で
も
入
ろ

う
と
す
る
学
生
が
増
え
た
の

で
は
な
い
か
」
と
分
析
し
て

い
る
。

　

地
域
別
で
は
、
最
も
高
い

の
は
中
部
の
９
９
・
５
％
。

関
東
９
８
・
５
％
と
続
い
た
。

最
も
低
か
っ
た
の
は
北
海

道
・
東
北
の
９
７
・０
％
だ
っ

日
本
は
「
重
要
パ
ー
ト
ナ
ー
」

北
朝
鮮
巡
る
経
済
協
力
で
期
待

た
。

　

就
職
希
望
者
の
う
ち

８
２
０
０
人
が
就
職
で
き
な

か
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
厚
労

省
は
支
援
を
続
け
る
。
大
学

生
の
調
査
は
、
国
公
立
大

２
４
校
と
私
立
大
３
８
校
を

抽
出
し
、
各
大
学
が
計
約

４
８
０
０
人
を
対
象
に
学
生

を
面
接
す
る
な
ど
し
て
調
査

し
た
。

　

高
校
生
は
各
学
校
を
通

じ
全
生
徒
を
対
象
に
調
査
。

約
１
０
６
万
１
千
人
の
う

ち
、
約
１
８
万
８
千
人
が
就

職
を
希
望
し
た
。
最
も
高

か
っ
た
の
は
昨
年
に
続
き

富
山
県
で
９
９
・
９
％
（
昨

年
は
１
０
０
％
）。
最
も

低
か
っ
た
の
は
沖
縄
県
で

９
３
・
７
％
だ
っ
た
が
、
昨

年
比
で
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
た
。

　

大
学
生
の
就
職
率
で
最
も

低
か
っ
た
の
は
東
日
本
大

震
災
が
起
き
た
２
０
１
１

年
春
卒
の
９
１
・
０
％
。
高

校
生
で
最
も
高
か
っ
た
の

は
１
９
９
１
年
３
月
卒
の

９
８
・３
％
。

を
候
補
地
に
挙
げ
て
い
る
。

な
く
、
担
当
者
ら
に
裁
量
を

逸
脱
す
る
ま
で
の
行
為
は
認

め
ら
れ
な
い
と
み
て
い
る
も

よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
の
存
在
で

小
学
校
開
校
が
遅
れ
れ
ば
、

学
園
側
か
ら
損
害
賠
償
を
請

求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た

こ
と
に
着
目
。
将
来
的
な
国

の
損
失
を
避
け
よ
う
と
売
却

交
渉
を
進
め
た
側
面
が
強

く
、
損
害
を
与
え
た
と
の
立

証
が
難
し
い
と
判
断
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

　

麻
生
太
郎
財
務
相
は
１
８

日
、
改
ざ
ん
前
の
決
裁
文
書

の
公
表
時
期
が
当
初
め
ど

と
し
た
１
８
日
か
ら
２
３
日

に
ず
れ
こ
ん
だ
理
由
に
関
し

「
全
体
で
３
千
ペ
ー
ジ
ぐ
ら

い
に
及
び
、
確
認
作
業
に
時

間
を
要
し
て
い
る
」
と
説
明

し
た
。

の
希
望
に
合
う
機
会
が
増
え

た
。
各
大
学
の
就
職
支
援
強

化
も
背
景
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
し
て
い
る
。

　

就
職
を
希
望
す
る
高
校
生

の
就
職
率
（
３
月
３
１
日
現

在
）
は
、
文
科
省
の
調
査
で

９
８
・
１
％
（
前
年
同
期
比

　
【
共
同
】
宮
内
庁
は
１
８

日
、
高
円
宮
妃
久
子
さ
ま
が

６
月
１
８
〜
２
６
日
、
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
に
出
場
す
る
日
本
代
表

の
試
合
観
戦
な
ど
の
た
め
ロ

シ
ア
を
訪
問
さ
れ
る
、
と
発

表
し
た
。
皇
族
の
ロ
シ
ア
訪

問
は
、
旧
ソ
連
時
代
も
含
め

戦
後
初
め
て
。

　

久
子
さ
ま
は
日
本
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
名
誉
総
裁
を
務

め
て
お
り
、
Ｗ
杯
は
日
本
初

出
場
の
１
９
９
８
年
フ
ラ
ン

ス
大
会
以
降
、
毎
回
現
地
で

観
戦
し
て
い
る
。
今
回
は
日

本
代
表
の
練
習
を
視
察
し
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
戦
と
セ
ネ
ガ
ル

戦
を
観
戦
す
る
予
定
。

　

ま
た
故
寛
仁
親
王
の
長
女

彬
子
さ
ま
は
、
客
員
研
究
員

と
し
て
勤
務
す
る
学
習
院
大

国
際
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
で
、

６
月
１
１
〜
２
１
日
、
米
国

に
出
張
す
る
。
日
本
美
術
史

を
専
門
と
し
て
お
り
、
デ
ト

ロ
イ
ト
美
術
館
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
講
演
な
ど
を
す
る
。

皇族のロシア訪問は戦後初

久子さまＷ杯観戦へ
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２
度
目
の
起
訴
は
不
可
避
か

ス
は
よ
り
混
乱
の
度
合
い
を

深
め
て
い
る
。
第
１
四
半
期

の
「
断
念
者
」
は
伯
国
全

体
で
４
６
０
万
人
も
い
た
。

１
４
年
第
１
四
半
期
の
「
断

念
者
」
は
１
６
０
万
人
だ
っ

た
か
ら
、今
は
ほ
ぼ
３
倍
だ
。

　

失
業
者
は
「
求
職
活
動
を

続
け
て
い
る
の
に
仕
事
に
就

け
て
い
な
い
人
」
だ
け
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
た
め
、「
断

念
者
」
は
、
失
業
者
数
に

も
、
失
業
率
に
も
反
映
さ

れ
な
い
。
今
年
第
１
上
半

期
の
失
業
率
は
１
３
・
１
％

で
、
名
目
上
は
昨
年
同
期
の

１
３
・７
％
よ
り
減
少
し
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
労
働
、
収
益
性

部
門
調
査
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
シ
マ
ー
ル
・
ア
ゼ

レ
ー
ド
氏
は
、「
失
業
率
は

確
か
に
減
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
就
職
断
念
者
や
少

　

連
邦
警
察
が
１
７
日
、
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
党
首
の
グ
レ
イ
シ
・
ホ
フ
マ
ン
上

院
議
員
が
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
（
Ｌ
Ｊ
）
に
ま
つ
わ
る
汚
職
工
作
で
合
計

８
８
万
５
千
レ
ア
ル
の
収
賄
を
行
っ
た
疑
い
が
あ
る
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
、
最

高
裁
に
提
出
し
た
。
ま
た
、
同
党
所
属
の
元
官
房
長
官
ジ
ョ
ゼ
・
ジ
ル
セ
ウ
被
告

の
控
訴
が
連
邦
第
４
地
域
（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
）
で
却
下
さ
れ
、メ
ン
サ
ロ
ン
事
件
に
続
き
、

再
度
の
服
役
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
１
８
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

な
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

５
件
目
の
支
払
は
Ｔ
Ａ
Ｍ

航
空
か
ら
行
わ
れ
、
そ
の
額

は
３
０
万
レ
ア
ル
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
件
に
関
す
る
物

証
も
、
ク
ス
ト
・
ブ
ラ
ジ
ル

作
戦
で
押
収
さ
れ
た
。

　

こ
の
金
は
２
０
１
０
年
に

グ
レ
イ
シ
氏
が
パ
ラ
ナ
州
知

事
選
挙
に
出
馬
し
た
際
の
賄

賂
と
し
て
支
払
わ
れ
た
疑
い

が
あ
る
と
い
う
。

　

５
度
に
わ
た
る
支
払
に
は

い
ず
れ
も
弁
護
士
の
ギ
リ
ェ

ル
メ
・
ゴ
ン
サ
ウ
ヴ
ェ
ス
氏

が
関
与
し
て
お
り
、
グ
レ
イ

シ
氏
は
収
賄
と
資
金
洗
浄
、

文
書
偽
造
の
罪
に
問
わ
れ
る

可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、
コ

ン
シ
ス
ト
は
、
ベ
ル
ナ
ル
ド

夫
妻
の
個
人
的
な
経
費
も
支

払
っ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
。

　

グ
レ
イ
シ
氏
と
ベ
ル
ナ
ル

ド
氏
は
既
に
、
２
０
１
０
年

の
パ
ラ
ナ
州
知
事
選
で
、
ペ

ト
ロ
ブ
ラ
ス
の
事
業
絡
み
で

１
０
０
万
レ
ア
ル
の
賄
賂
を

受
け
取
っ
た
と
し
て
起
訴
さ

れ
、
最
高
裁
の
被
告
と
な
っ

て
い
る
。

　

グ
レ
イ
シ
氏
は
ジ
ウ
マ
政

権
時
代
の
官
房
長
官
だ
が
、

　

１
８
日
付
ア
ゴ
ラ
紙
に
よ

る
と
、
今
年
は
聖
市
で
結
膜

炎（
コ
ン
ジ
ュ
ン
チ
ヴ
ィ
テ
）

が
流
行
し
て
い
る
と
い
う
。

結
膜
炎
の
特
徴
は
、
目
が
赤

く
な
り
、
目
ヤ
ニ
が
多
発
す

る
こ
と
な
ど
だ
が
、
市
の
調

べ
に
よ
る
と
、
今
年
は
５
月

１
４
日
の
時
点
で
６
８
４
件

ル
ー
ラ
政
権
時
代
の
官
房
長

官
は
ジ
ョ
ゼ
・
ジ
ル
セ
ウ
被

告
だ
。
彼
は
Ｌ
Ｊ
で
の
収
賄

と
資
金
洗
浄
、
犯
罪
組
織
形

成
容
疑
に
関
し
、
３
０
年
９

カ
月
と
い
う
実
刑
判
決
へ
の

２
度
目
の
異
議
申
し
立
て
を

２
審
と
な
る
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
に
対

し
て
行
っ
て
い
た
が
、
１
７

日
に
正
式
に
却
下
さ
れ
た
。

　

２
審
目
で
有
罪
判
決
が
画

定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
パ
ラ

ナ
州
連
邦
地
裁
の
ガ
ブ
リ
エ

ラ
・
ハ
ル
ト
判
事
は
ジ
ル
セ

ウ
被
告
に
対
し
、
１
８
日
午

後
５
時
ま
で
に
ブ
ラ
ジ
リ
ア

の
連
警
に
出
頭
す
る
よ
う
、

逮
捕
命
令
を
出
し
た
。

　

ジ
ル
セ
ウ
氏
は
１
８
日
午

後
、
連
警
に
出
頭
。
本
人
は

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
の
服
役
希

望
だ
が
、
法
医
学
研
究
所
で

の
身
体
検
査
後
、
一
時
的

５
度
の
支
払
で
88
万
５
千
レ

し
し
か
働
け
な
い
人
が
増
え

た
だ
け
。
そ
う
し
た
人
が
増

え
て
い
る
の
に
『
雇
用
は
改

善
』
と
言
っ
て
も
そ
れ
は
欺

瞞
だ
。
非
正
規
雇
用
も
増
え

て
い
る
」
と
語
る
。

　

リ
オ
州

連
邦
大
学

経
済
研
究

所
教
授
の

ジ
ョ
ア

ン
・
サ
ボ

イ
ア
氏

は
、「
不

況
は
１
６

年
に
終
了

し
、
１
７

年
後
半
や

今
年
の
初

め
か
ら
雇

用
も
戻
る

は
ず
、
と

の
期
待
は

報
じ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
は
こ
の
現
象

を
「
労
働
力
が
十
分
に
活
用

さ
れ
て
い
な
い
状
態
」
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
状
態

に
あ
る
人
々
の
割
合
は
労
働

人
口
全
体
の
２
４
・
７
％
で
、

２
０
１
２
年
の
統
計
開
始
以

来
最
大
と
な
っ
た
。

　
「
就
職
断
念
者
」
の
ケ
ー

　

現
在
の
公
式
失
業
者
数
は

１
３
７
０
万
人
と
さ
れ
て
い

る
が
、
１
７
日
に
地
理
統
計

院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
発
表
し

た
全
国
家
庭
サ
ン
プ
ル
調
査

（
Ｐ
ｎ
ａ
ｄ
）
に
よ
る
と
、

本
来
可
能
な
、
あ
る
い
は
望

ん
で
い
る
時
間
よ
り
も
短
い

時
間
し
か
働
け
な
い
人
や
、

就
職
難
の
た
め
就
職
を
諦
め

た
人
の
数
を
含
め
た
失
業
者

数
は
２
７
７
０
万
人
に
な
る

と
、
１
８
日
付
伯
字
各
紙
が 就

職
断
念
者
入
れ
れ
ば
約
25
％

退
役
警
部
と
娘
、強
盗
事
件
で
被
弾

「
政
府
の
雇
用
改
善
宣
言
は
欺
瞞
」

裏
切
ら
れ
、
労
働
市
場
は
未

だ
困
難
に
直
面
し
て
い
る
こ

と
を
デ
ー
タ
は
物
語
っ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ト
ゥ
ー
リ
オ
・
ヴ
ァ

ル
ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
経

ル
ナ
ル
ド
氏
が
企
画
相
だ
っ

た
時
代
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

企
業
の
コ
ン
シ
ス
ト
か
ら
行

わ
れ
た
。
同
社
は
Ｌ
Ｊ
の
ク

ス
ト
・
ブ
ラ
ジ
ル
作
戦
の
捜

査
対
象
に
な
っ
て
い
た
。

　

連
警
の
調
べ
に
よ
る
と
、

コ
ン
シ
ス
ト
は
２
０
１
０
年

か
ら
１
５
年
に
か
け
て
企
画

省
に
１
０
万
レ
ア
ル
の
委
託

貸
付
を
行
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
ベ
ル
ナ
ル
ド
氏
は

１
０
〜
１
１
年
に
企
画
相
を

つ
と
め
て
い
る
。
だ
が
、
同

社
か
ら
押
収
さ
れ
た
支
払
票

な
ど
の
捜
査
を
進
め
て
い

く
う
ち
に
、
ベ
ル
ナ
ル
ド

氏
と
グ
レ
イ
シ
氏
の
２
人

と
、
彼
ら
に
関
係
す
る
人
物

が
、
コ
ン
シ
ス
ト
か
ら
合
計

７
０
０
万
レ
ア
ル
を
受
け

取
っ
た
疑
い
が
明
ら
か
に

失業率は下がっても、労働市場の実態は悪化してい
る。（参考画像・Marcos Santos / USP）

１８日のグレイシ氏（左）　（Ricardo Stuckert）

ジ
ル
セ
ウ
は
２
度
目
の
服
役
決
定

リ  オ  市

に
パ
プ
ー
ダ
刑
務
所
に
収
監

さ
れ
た
後
、
ク
リ
チ
バ
に
移

送
さ
れ
る
予
定
だ
。
同
氏
の

服
役
は
メ
ン
サ
ロ
ン
事
件
に

続
く
も
の
で
、
Ｌ
Ｊ
で
も

２
０
１
５
年
８
月
〜
昨
年
５

月
に
続
く
２
度
目
の
投
獄
と

な
る
。

の
症
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
昨
年
の
同
時
期
に

は
１
０
２
件
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
数
が
５
倍
に
な
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
原

因
と
し
て
は
、
今
年
の
秋
が

少
雨
か
つ
暑
い
日
が
続
い
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
と
い

う
。
予
防
と
し
て
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
て
よ
く

手
を
洗
い
、
人
の
体
に
触
れ

た
り
す
る
の
を
避
け
る
こ
と

だ
と
い
う
。
ま
た
、
罹
患
し

た
人
は
目
薬
を
さ
す
の
が
効

果
的
と
の
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

グ
ロ
ー
ボ
局
の
ノ
ヴ
ェ
ー

ラ
で
活
躍
し
た
女
優
の
エ
ロ

イ
ー
ザ
・
マ
フ
ァ
ウ
ダ
が

１
６
日
、
リ
オ
の
自
宅
で
死

去
し
た
。
９
３
歳
だ
っ
た
。

エ
ロ
イ
ー
ザ
は
１
９
７
０
年

代
か
ら
老
け
役
の
女
優
と

し
て
名
声
を
得
て
、
長
寿

ド
ラ
マ
「
ア
・
グ
ラ
ン
デ
・

フ
ァ
ミ
リ
ア
」
で
初
代
の
ド

ナ
・
ネ
ネ
ー
役
を
演
じ
た
ほ

か
、「
ガ
ブ
リ
エ
ラ
」「
ロ
ッ

ケ
・
サ
ン
テ
イ
ロ
」
な
ど
、

伯
国
の
ノ
ヴ
ェ
ー
ラ
史
に
残

る
数
々
の
ヒ
ッ
ト
作
に
出

演
し
、
名
声
を
得
て
い
た
。

２
０
０
２
年
に
ノ
ヴ
ェ
ー
ラ

に
出
演
中
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
症
を
発
症
し
て
降
板
。

そ
れ
以
降
は
、
表
舞
台
か
ら

姿
を
消
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
８
日
の
サ
ッ
カ
ー
の
リ

ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
で
、
コ

リ
ン
チ
ャ
ン
ス
は
敵
地
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
で
の
デ
ポ
ル
テ
ィ
ー

ヴ
ォ
・
ラ
ラ
戦
を
７
―
２
の

大
差
で
圧
勝
。
こ
れ
で
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め

た
。
伯
国
か
ら
の
同
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
の
進
出
は
、
パ
ル
メ

イ
ラ
ス
、
サ
ン
ト
ス
、
グ
レ

ミ
オ
、
フ
ラ
メ
ン
ゴ
に
続
い

て
５
チ
ー
ム
目
。
あ
と
は
ク

ル
ゼ
イ
ロ
に
も
進
出
の
チ
ャ

ン
ス
が
残
っ
て
い
る
。

　

伯
国
は
２
０
１
４
年
に
定

め
ら
れ
た
国
家
教
育
計
画

（
Ｐ
Ｎ
Ｅ
）
で
、「
２
０
１
５

年
末
ま
で
に
１
５
歳
以
上
の

国
民
で
、
基
本
的
な
文
章
が

読
み
書
き
で
き
な
い
人
の
割

合
（
文
盲
率
）
を
６
・
５
％

以
下
に
す
る
」
と
い
う
目

標
を
定
め
た
が
、
目
標
期
限

か
ら
２
年
経
っ
た
１
７
年
末

も
、
文
盲
率
は
７
％
だ
っ
た

と
１
８
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

文
盲
率
７
％
は
、
国
内
に

文
盲
者
が
１
１
５
０
万
人
い

る
事
を
示
し
て
い
る
。
文

盲
者
は
、
北
部
、
北
東
部
在

住
者
、
６
０
歳
以
上
、
黒
人

も
し
く
は
褐
色
と
い
う
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
持
つ
人
々
に
多

か
っ
た
。

　

調
査
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
マ
リ
ー
ナ
・
ア
グ
ア
ス
氏

は
、
若
年
層
は
老
年
層
に
比

べ
て
就
学
率
も
高
い
上
、
高

齢
に
な
る
ほ
ど
死
亡
率
も
高

く
な
っ
て
い
く
た
め
、
文
盲

率
は
年
を
追
う
ご
と
に
自
然

に
小
さ
く
な
っ
て
い
く
が
、

公
共
行
政
が
教
育
に
注
力
す

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
文

盲
率
の
引
き
下
げ
と
、
識
字

率
の
引
き
上
げ
に
寄
与
で
き

る
と
し
た
。

　

調
査
結
果
は
伯
国
内
に
地

域
間
、
人
種
間
格
差
が
存
在

す
る
事
を
浮
き
彫
り
に
し

た
。
例
え
ば
、
白
人
の
文
盲

率
は
４
％
で
、
黒
人
も
し

く
は
褐
色
の
人
の
文
盲
率
は

９
・３
％
だ
っ
た
。

　

地
域
別
に
見
た
場
合
、３
・

５
％
の
南
部
、
３
・
５
％
の

南
東
部
、
５
・
２
％
の
中
西

部
は
、
目
標
の
６
・
５
％
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
が
、
北

部
は
８
％
、
北
東
部
は

１
４
・５
％
だ
っ
た
。

　

国
内
の
教
育
レ
ベ
ル
改
善

に
寄
与
し
て
い
る
と
さ
れ
る

の
が
、
青
年
成
人
向
け
教
育

（
Ｅ
Ｊ
Ａ
）
だ
。
Ｅ
Ｊ
Ａ
は
、

幼
い
頃
か
ら
家
業
を
手
伝
わ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
な
ど
の

理
由
で
、
通
常
の
就
学
年
齢

で
初
等
・
中
等
教
育
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
青
年
、
成
人

向
け
に
公
立
校
が
教
育
の
場

を
提
供
す
る
も
の
で
、「
読

み
書
き
」
を
教
え
る
コ
ー
ス

の
受
講
生
も
多
い
。

　

リ
オ
市
南
部
の
ボ
タ
フ
ォ

ゴ
で
１
７
日
夜
、
７
０
歳
近

い
退
役
軍
警
が
車
で
走
行
中

に
強
盗
に
襲
わ
れ
、
同
乗
し

て
い
た
娘
共
々
、
頭
部
に
被

弾
す
る
事
件
が
起
き
た
と

１
７
、１
８
日
付
Ｇ
１
サ
イ

ト
や
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
な
ど
が
報
じ
た
。

　

被
害
に
遭
っ
た
の
は
、
退

役
警
部
の
エ
ヴ
ァ
ン
ド
ロ
・

ジ
ョ
ゼ
・
ド
ス
・
レ
イ
ス

氏
と
そ
の
娘
の
リ
ヴ
ィ
ア
・

ジ
ョ
ゼ
氏
だ
。
警
察
に
よ
る

と
、
エ
ヴ
ァ
ン
ド
ロ
氏
は
、

車
で
走
行
中
に
ド
ウ
ト
ー

ル
・
シ
ャ
ヴ
ィ
エ
ル
・
シ
ガ

ウ
ド
街
で
強
盗
に
襲
わ
れ
、

抵
抗
し
た
た
め
、
銃
撃
さ
れ

た
と
い
う
。

　

同
氏
の
車
に
は
銃
弾
９
発

が
浴
び
せ
ら
れ
た
と
い
い
、

同
氏
は
頭
部
と
胸
、
娘
は
顔

面
に
被
弾
し
た
。
二
人
は
共

に
、
ミ
ゲ
ル
・
コ
ウ
ト
病
院

に
運
ば
れ
て
手
術
を
受
け
た

後
、
別
の
病
院
に
運
ば
れ
た

が
、
命
に
は
別
状
は
な
い
と

い
う
。
エ
ヴ
ァ
ン
ド
ロ
氏
の

車
に
は
１
歳
に
な
る
孫
も
同

乗
し
て
い
た
が
、
後
部
座
席

に
い
た
た
め
、
怪
我
も
な
く

済
ん
だ
。

　

同
件
は
死
亡
事
件
と
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、
リ
オ
大
都

市
圏
で
は
１
６
日
以
降
だ
け

で
、
現
職
警
官
３
人
が
凶
弾

に
倒
れ
て
い
る
。

　

１
件
目
は
、
１
６
日
夜
９

時
前
に
や
は
り
ボ
タ
フ
ォ
ゴ

で
起
き
た
も
の
で
、
軍
警
の

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・

エ
ス
テ
ヴ
ァ
オ
氏
（
３
４
）

が
車
か
ら
降
り
よ
う
と
し
た

時
に
複
数
の
強
盗
に
襲
わ

れ
、
背
後
か
ら
撃
た
れ
て
即

死
し
た
。

　

も
う
１
件
は
１
７
日
朝
、

リ
オ
市
南
部
カ
テ
テ
区
で
、

銀
行
か
ら
出
た
ば
か
り
の
軍

警
特
殊
部
隊
の
ア
レ
ッ
サ
ン

ド
レ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
・
ピ
メ

ン
タ
氏
が
襲
わ
れ
、
銃
撃
戦

の
末
に
４
発
を
浴
び
、
病
院

に
運
ば
れ
た
が
死
亡
し
た
と

い
う
も
の
だ
。
強
盗
も
被
弾

し
た
が
、
逃
げ
お
お
せ
た
と

い
う
。

　

ま
た
、
１
７
日
夜
に
は
、

や
は
り
車
で
走
行
中
の
軍
警

の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ダ
・
シ

ウ
ヴ
ァ
・
ジ
ア
ス
氏
が
強
盗

に
襲
わ
れ
、
頭
部
に
被
弾
。

こ
ん
睡
状
態
で
ノ
ヴ
ァ
・
イ

グ
ア
ス
市
総
合
病
院
に
運
び

込
ま
れ
た
が
、
１
８
日
未
明

に
亡
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
リ
オ
州
内
で
殺
さ
れ
た

軍
警
は
５
１
人
に
な
っ
た
。

　

１
７
日
現
在
の
軍
警
の
発

表
に
よ
る
と
、
死
亡
し
た
軍

警
５
０
人
の
内
、
勤
務
中
に

死
亡
し
た
の
は
１
３
人
で
、

３
２
人
は
非
番
の
時
に
襲
わ

れ
た
。
ま
た
、
残
り
の
５
人

は
退
役
ま
た
は
予
備
役
で
、

７
４
％
は
勤
務
外
の
状
態
で

殺
さ
れ
た
事
に
な
る
。

　

な
お
、
２
０
１
７
年
に
殺

さ
れ
た
軍
警
は
１
３
４
人
だ

か
ら
、
こ
の
ま
ま
行
け
ば
、

今
年
の
犠
牲
者
は
昨
年
を
上

回
る
可
能
性
が
高
い
。

　

１
７
日
、
児
童
ポ
ル
ノ
の

取
締
り
が
全
国
規
模
で
行
わ

れ
、
２
５
１
人
の
逮
捕
者
が

出
た
と
、
１
８
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
の
捜
査
は
２
４
州
と
連

邦
直
轄
区
の
市
警
に
よ
っ
て

同
時
に
行
わ
れ
、
２
５
１
人

の
逮
捕
の
他
に
、
５
７
９
件

の
家
宅
捜
索
、
物
証
押
収
も

行
わ
れ
た
。

　

最
も
摘
発
が
多
か
っ
た
の

は
聖
州
で
、
７
６
人
が
逮
捕

さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
捜
査
で
逮
捕
さ
れ

た
容
疑
者
は
、
国
家
保
安
局

（
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
諜
報
部

が
４
カ
月
か
け
て
行
っ
た
捜

査
に
基
づ
い
て
割
り
出
さ
れ

た
と
い
う
。

　

退
歩
の
決
め
手
と
な
っ
た

の
は
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
特
化

し
た
違
法
サ
イ
ト
で
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
回
数
だ
と
い
う
。

「
そ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
最

低
１
５
０
点
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
を
行
っ
た
人
を
摘
発
し
て

い
る
。
無
意
識
の
う
ち
に

１
５
０
回
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

さ
れ
る
な
ど
あ
り
え
な
い
か

ら
だ
。容
疑
者
に
よ
っ
て
は
、

２
０
万
回
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
人
も
い
た
」
と
同
局
の

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
バ
レ
ッ

ト
氏
は
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
逮
捕
さ
れ
た
人
た

ち
の
年
齢
層
は
２
０
代
か
ら

６
０
代
ま
で
と
幅
広
く
、
女

性
や
弁
護
士
、
教
育
者
ま
で

い
た
。
今
回
の
摘
発
で
は
、

前
回
の
摘
発
で
逮
捕
さ
れ
、

保
釈
金
を
払
っ
て
釈
放
さ
れ

た
の
に
、
そ
の
後
も
ア
ク
セ

ス
を
繰
り
返
し
て
い
た
人
物

も
相
当
数
い
た
と
い
う
。

外国為替市況
中銀サイトより

5月18日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.7388  R$
買　3.7382  R$

円相場
売　0.0338  R$
買　0.0338  R$

連警がグレイシ党首の収賄暴くＰＴ
　

連
邦
警
察
の
リ
カ
ル
ド
・

ヒ
ロ
シ
・
イ
シ
ダ
捜
査
官
に

よ
る
と
、
支
払
は
５
度
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た
と
さ
れ
、

そ
の
う
ち
の
４
度
は
、
グ
レ

イ
シ
氏
の
夫
の
パ
ウ
ロ
・
ベ

２
年
前
の
目
標
を
達
成
で
き
ず

人
種
、地
域
間
格
差
依
然
大
き
く

同
州
で
死
ん
だ
軍
警
５
１
人
に

ＩＢＧＥ

本
当
の
失
業
率
は
過
去
最
悪

（２）２０１８年 第５００１号 ５月 １９日 （土曜日）

文  盲  率

全
国
的
取
締
り
捜
査
を
実
施

２
５
１
人
の
容
疑
者
を
逮
捕

児童ポルノ

済
研
究
所
の
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
バ
ル
ボ
ー
ザ
・
フ
ィ
ー

リ
ョ
調
査
員
は
、
公
式
の

失
業
者
数
１
３
７
０
万
人

の
内
、
２
２
％
に
あ
た
る

３
０
０
万
人
は
、
２
年
以
上

求
職
し
て
い
る
こ
と
に
注
目

す
べ
き
だ
と
語
る
。
２
年
以

上
求
職
中
の
失
業
者
数
は
、

昨
年
の
第
１
四
半
期
よ
り

４
・８
％
増
加
し
た
。

　

同
調
査
員
は
「
こ
の
数
は

多
す
ぎ
る
。
２
年
以
上
の
失

業
は
復
職
に
も
支
障
を
き
た

す
」
と
懸
念
し
、
長
す
ぎ
る

失
業
期
間
に
よ
り
、
労
働
者

の
ス
キ
ル
や
経
験
が
通
用
し

な
く
な
る
危
険
性
も
出
て
く

る
と
指
摘
し
た
。
同
調
査
員

は
、
長
期
間
の
失
業
に
苦
し

む
人
の
存
在
は
、
お
よ
そ
２

年
に
及
ん
だ
不
況
の
後
遺
症

だ
と
し
て
い
る
。



　

先せ
ん

日じ
つ

、
所し

ょ

用よ
う

あ
っ
て
パ
リ
に
数す

う

週し
ゅ
う

間か
ん

滞た
い

在ざ
い

し
た
が
、
こ
の

地ち

で
の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くの
人に

ん

気き

は
凄す

さ

ま
じ
い
。
あ
る
観か

ん

光こ
う

サ
イ
ト
で

見み

る
と
、
パ
リ
に
あ
る
約や

く

１
万ま

ん

５
千せ

ん

軒け
ん

の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
う

ち
、「
和わ

食し
ょ
く」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入は

い
っ
て
い
る
の
が
７
６
０
軒け

ん

ほ

ど
。
パ
リ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
２
０
軒け

ん

に
１
軒け

ん

は
和わ

食し
ょ
くだ
と
考か

ん
が
え

る
と
、
そ
の
人に

ん

気き

ぶ
り
が
窺う

か
が
え
る
。

　

世せ

界か
い

の
ど
こ
で
も
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くは
大だ

い

人に
ん

気き

だ
が
、
パ
リ
で
の
特と

く

徴ち
ょ
うは
、一い

っ

定て
い

レ
ベ
ル
以い

上じ
ょ
うの
店み

せ

で
は
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

や
韓か

ん

国こ
く

人じ
ん

の
や
っ

て
い
る
「
エ
セ
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くレ
ス
ト
ラ
ン
」
な
ど
は
な
く
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
シ
ェ
フ
た
ち
が
腕う

で

を
振ふ

る
っ
て
、
本ほ

ん

物も
の

の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
出だ

し

て
い
る
と
い
う
点て

ん

で
あ
る
。
そ
し
て
ど
う
も
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

客き
ゃ
くに

は
、
そ
の
味あ

じ

が
分わ

か
る
よ
う
な
の
だ
。

　

あ
る
店み

せ

で
、
小ち

い

さ
な
高こ

う

野や

豆ど
う

腐ふ

が
出で

て
き
て
、
こ
れ
は
西せ

い

洋よ
う

人じ
ん

に
は
受う

け
な
い
だ
ろ
う
と
思お

も

っ
て
い
た
ら
、
一い

っ

緒し
ょ

に
食

し
ょ
く

事じ

を
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

が
感か

ん

に
堪た

え
な
い
よ
う
な
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
し

て
、「
う
む
、
こ
れ
は
お
い
し
い
」
な
ど
と
唸う

な

る
。
そ
ん
な
玄く

ろ

人う
と

好ご
の

み
の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
、
周

し
ゅ
う

囲い

の
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

客き
ゃ
くた
ち
も
味あ

じ

わ
っ
て
い
る
。

　

食
し
ょ
く

文ぶ
ん

化か

は
民み

ん

族ぞ
く

毎ご
と

に
違ち

が

う
と
言い

わ
れ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

が

本ほ
ん

物も
の

の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
味あ

じ

わ
っ
て
い
る
様よ

う

子す

を
見み

る
と
、
本ほ

ん

当と
う

に
お
い
し
い
料

り
ょ
う

理り

は
、
人じ

ん

種し
ゅ

や
民み

ん

族ぞ
く

の
別べ

つ

な
く
、
味み

覚か
く

の
発は

っ

達た
つ

し
た
人ひ

と

な
ら
お
い
し
い
と
感か

ん

じ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思お

も

う
よ

和わ

食し
ょ
く

が
救す

く

う

　
　
　

高こ
う

齢れ
い

化か

社し
ゃ

会か
い

２０１８年
ねん

４月
がつ

２２日
にち

版
ばん

う
に
な
っ
た
。
味み

覚か
く

の
発は

っ

達た
つ

し
た
民み

ん

族ぞ
く

と
、
未み

発は
っ

達た
つ

の
民み

ん

族ぞ
く

が

い
る
だ
け
だ
、
と
言い

っ
た
ら
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
だ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
食た

べ
物も

の

が
ま
ず
い
と
「
定て

い

評ひ
ょ
う」
の
あ
る
ロ
ン
ド

ン
に
も
行い

っ
た
が
、
２
０
年ね

ん

ぶ
り
に
再さ

い

訪ほ
う

し
た
と
い
う
同ど

う

行こ
う

の

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
、「
料

り
ょ
う

理り

が
格か

く

段だ
ん

に
お
い
し
く
な
っ
た
」
と
驚お

ど
ろい

て

い
た
。
昔む

か
し
は
ま
ず
く
て
と
て
も
食た

べ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
、
今い

ま

は
普ふ

通つ
う

に
ま
ず
い
程て

い

度ど

で
な
ん
と
か
食た

べ
ら
れ
る
、
と
い
う
の

で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人じ

ん

の
味み

覚か
く

も
発は

っ

達た
つ

中ち
ゅ
うと
い
う
と
こ
ろ
か
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
日に

本ほ
ん

』[

ａ]

の
「
な
ぜ
日に

本ほ
ん

食し
ょ
くは
世せ

界か
い

で
人に

ん

気き

が
あ
る
の
か
」
の
章し

ょ
うで
は
、

人に
ん

気き

の
秘ひ

密み
つ

を
こ
う
解と

い
た
。

　

ま
ず
日に

本ほ
ん

で
は
、
料

り
ょ
う

理り

と
は
、
穀こ

く

物も
つ

、
野や

菜さ
い

、
魚さ

か
なや
肉に

く

な
ど
、

「
い
の
ち
」
あ
る
素そ

材ざ
い

を
人に

ん

間げ
ん

が
い
た
だ
く
と
い
う
「
神し

ん

事じ

」

で
あ
る
。
我わ

れ

々わ
れ

が
食

し
ょ
く

事じ

の
前ま

え

に「
い
た
だ
き
ま
す
」と
い
う
の
は
、

食し
ょ
く

材ざ
い

の
「
い
の
ち
」
を
「
い
た
だ
い
て
」、
自じ

分ぶ
ん

の
「
い
の
ち
」

に
同ど

う

化か

す
る
事こ

と

を
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
料

り
ょ
う

理り

は
神し

ん

事じ

」、
そ
ん
な
意い

識し
き

が
ど
こ
か
に
あ
る
か
ら
こ

そ
、
料

り
ょ
う

理り

人に
ん

た
ち
は
材ざ

い

料り
ょ
うの
い
の
ち
を
最さ

い

大だ
い

限げ
ん

に
引ひ

き
出だ

し

て
、
少す

こ

し
で
も
お
い
し
い
も
の
を
作つ

く

り
た
い
と
、
長な

が

年ね
ん

、
さ
ら

に
は
世せ

代だ
い

を
重か

さ

ね
て
、
腕う

で

を
磨み

が

く
。
そ
ん
な
精

し
ょ
う

進じ
ん

で
積つ

み
重か

さ

ね
ら
れ
て
き
た
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

が
、
手て

っ
取と

り
早ば

や

い
金か

ね

儲も
う

け
と
し

て
レ
ス
ト
ラ
ン
を
や
る
よ
う
な
連れ

ん

中ち
ゅ
うに
負ま

け
る
わ
け
が
な
い
の

で
あ
る
。

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

に
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
生せ

い

命め
い

観か
ん

が
籠こ

も
っ
て
い
る
。
自し

然ぜ
ん

食し
ょ
く・
自し

然ぜ
ん

療り
ょ
う

法ほ
う

の
大た

い

家か

と
し
て
、

も
う
７
０
年ね

ん

近ち
か

く
も
活か

つ

動ど
う

を
続つ

づ

け
ら
れ
て
い
る
東と

う

城じ
ょ
う

百ゆ

合り

子こ

（
９
２
歳さ

い

）
さ
ん
の
最さ

い

新し
ん

刊か
ん

『
健け

ん

康こ
う

に
な
る
食た

べ
方か

た 

幸し
あ
わせ
に
な

る
生い

き
方か

た

』[

１]

に
は
、
そ
の
よ
う
な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な

生せ
い

命め
い

観か
ん

が
如に

ょ

実じ
つ

に
表あ

ら
わ
れ
て
い
た
。
今こ

ん

回か
い

は
、
そ
の
ご
く
一い

ち

部ぶ

を

紹し
ょ
う

介か
い

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。

「
自し

然ぜ
ん

食し
ょ
く」
と
い
う
と
、
欧お

う

米べ
い

か
ら
入は

い

っ
て
き
た
、
食

し
ょ
く

品ひ
ん

添て
ん

加か

物ぶ
つ

の
使つ

か

わ
れ
て
い
な
い
も
の
、
と
い
う
ふ
う
に
捉と

ら

え
ら
れ
が
ち

だ
が
、
東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
の
言い

う
「
自し

然ぜ
ん

食し
ょ
く」
と
は
、
も
っ
と
深ふ

か

い
意い

味み

が
込こ

め
ら
れ
て
い
る
。

　
四し

季き

折お
り

々お
り

、
大だ

い

地ち

か
ら
は
穀こ

く

物も
つ

、
野や

菜さ
い

、
果く

だ

物も
の

を
、
海う

み

か

ら
は
お
魚さ

か
な、
海か

い

藻そ
う

を
季き

節せ
つ

ご
と
に
恵め

ぐ

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

太た
い

陽よ
う

を
照て

ら
し
、
雨あ

め

を
降ふ

ら
せ
、
大だ

い

地ち

を
養や

し
な
う
。
だ
か
ら
ご

飯は
ん

を
捨す

て
た
ら
お
天て

ん

道と
う

さ
ま
に
申も

う

し
訳わ

け

な
い
と
、
感か

ん

情じ
ょ
うで
な

く
愛あ

い

情じ
ょ
うで
子こ

ど
も
を
叱し

か

れ
た
の
で
す
。
私わ

た
し
た
ち
は
勝か

っ

手て

に
生い

き
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生い

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
す
。[

１
， ｐ
１
６
８]

　

自し

然ぜ
ん

は
、
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

や
魚さ

か
な
や
動ど

う

物ぶ
つ

な
ど
「
い
の
ち
」
に
満み

ち
満み

ち
て
い
る
。
我わ

れ

々わ
れ

は
そ
の
「
い
の
ち
」
を
い
た
だ
い
て
、「
生い

か

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
」。こ
れ
が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の「
自し

然ぜ
ん

観か
ん

」で
あ
り
、

そ
れ
に
根ね

ざ
し
て
い
る
の
が
東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
の
「
自し

然ぜ
ん

食し
ょ
く」
だ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、
ふ
き
の
と
う
。
２
月が

つ

の
寒さ

む

さ
に
ひ
る
む
こ
と
な

く
、
土つ

ち

の
中な

か

か
ら
、
ぽ
っ
こ
り
と
小ち

い

さ
な
芽め

を
出だ

す
。

　
昔む

か
しの
人ひ

と

は
こ
の
ふ
き
の
と
う
の
底そ

こ

力ぢ
か
らを
大た

い

切せ
つ

に
し
ま
し
た
。

二に

月が
つ

初し
ょ

旬じ
ゅ
んの
春は

る

一い
ち

番ば
ん

早は
や

く
出で

る
こ
の
ふ
き
の
と
う
を
、
つ
ぼ
み

の
う
ち
に
つ
み
と
っ
て
食た

べ
る
と
、
そ
の
年と

し

、
一い

ち

年ね
ん

は
大た

い

病び
ょ
うを

し
な
い
と
い
っ
て
大だ

い

事じ

に
食た

べ
ま
し
た
。

ふ
き
の
と
う
は
肝か

ん

臓ぞ
う

の
薬く

す
り
で
す
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
冬ふ

ゆ

ご

も
り
で
体た

い

内な
い

に
残の

こ
っ
た
毒ど

く

素そ

を
は
き
出だ

し
、
太た

い

陽よ
う

の
少す

く

な
い
季き

節せ
つ

に
足た

り
な
く
な
っ
た
栄え

い

養よ
う

分ぶ
ん

を
補

お
ぎ
な
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
寒さ

む

い
季き

節せ
つ

を
強つ

よ

く
生い

き
る
た
め
に
細さ

い

胞ぼ
う

に
活か

つ

力り
ょ
くを
つ
け
て
、
血け

つ

液え
き

の
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

も
助た

す

け
て
く
れ
て
身

か
ら
だ

体
も
温あ

た
ため
て
く
れ
ま
す
。[

１
， 

ｐ
２
４]

　
こ
の
後あ

と

に
は
「
寒さ

む

い
時と

き

に
は
寒さ

む

さ
に
耐た

え
ら
れ
る
よ
う
に
こ

ん
な
よ
い
も
の
を
自し

然ぜ
ん

は
与あ

た

え
て
く
れ
ま
す
」
と
続つ

づ

く
が
、
こ

れ
が
「
生い

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

自し

然ぜ
ん

に
「
生い

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
の
実じ

っ

体た
い

験け
ん

か
ら
来き

て
い
る
。
東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
は
若わ

か

か
り
し

頃こ
ろ

、
栄え

い

養よ
う

学が
く

の
勉べ

ん

強き
ょ
う

中ち
ゅ
うに
肺は

い

結け
っ

核か
く

で
死し

に
か
け
た
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

の

結け
っ

核か
く

は
、打う

つ
手て

の
な
い
「
死し

病び
ょ
う」
で
あ
っ
て
、「
栄え

い

養よ
う

を
と
れ
、

肉に
く

や
卵た

ま
ごを
食た

べ
ろ
」
と
い
う
の
が
、
唯ゆ

い

一い
つの
療

り
ょ
う

法ほ
う

だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
医い

者し
ゃ

か
ら
「
ど
っ
さ
り
栄え

い

養よ
う

を
と
る
と
い

う
の
は
、
血け

つ

液え
き

を
酸さ

ん

性せ
い

に
し
て
、
結け

っ

核か
く

菌き
ん

が
喜よ

ろ
こ
ん
で
繁は

ん

殖し
ょ
くす

る
だ
け
だ
。
動ど

う

物ぶ
つ

性せ
い

の
血ち

を
よ
ご
す
食

し
ょ
く

物も
つ

は
や
め
て
、
ア
ル

カ
リ
性せ

い

の
玄げ

ん

米ま
い

と
、
野や

菜さ
い

と
小こ

魚ざ
か
な、
海か

い

藻そ
う

少し
ょ
う

々し
ょ
うそ
れ
に
ご
ま

が
何な

に

よ
り
の
薬く

す
り
だ
。
そ
れ
が
生せ

い

命め
い

力り
ょ
くを
つ
く
る
」と
言い

わ
れ
た
。

　
私わ

た
しは
ハ
ッ
と
し
て
ス
グ
実じ

っ

行こ
う

し
ま
し
た
。
そ
し
て
玄げ

ん

米ま
い

と
野や

菜さ
い

（
こ
と
に
た
ん
ぽ
ぽ
、よ
も
ぎ
な
ど
の
野や

草そ
う

を
多お

お

く
食た

べ
た
）

１
．
和わ

食し
ょ
く
を
堪た

ん

能の
う

す
る
フ
ラ
ン
ス
人じ

ん

と
海か

い

藻そ
う

、
小こ

魚ざ
か
なの
ご
く
少

し
ょ
う

々し
ょ
うの
食

し
ょ
く

物も
つ

で
健け

ん

康こ
う

に
な
り
、
さ
ん

ざ
ん
化か

学が
く

療り
ょ
う

法ほ
う

を
し
て
も
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
死し

に
か
け
た

私わ
た
しが
、
ま
る
で
ウ
ソ
み
た
い
に
よ
く
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
間か

ん

一い
ち

年ね
ん

半は
ん

の
月つ

き

日ひ

を
要よ

う

し
ま
し
た
が
…
…
。[

１
， ｐ
１
６]

　

特と
く

に
野や

草そ
う

に
関か

ん

し
て
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
思お

も

い
出だ

す
。

　
ふ
き
の
と
う
、
よ
も
ぎ
、
な
ず
な
、
の
び
る
、
お
お
ば
こ
、

は
こ
べ
、
ゆ
き
の
し
た
、
す
ぎ
な
等な

ど

は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
幼お

さ
ない

日ひ

か
ら
、
そ
し
て
肺は

い

結け
っ

核か
く

で
苦く

る

し
ん
だ
時と

き

、
病

び
ょ
う

気き

で
死し

に
か

け
た
艱か

ん

難な
ん

の
時と

き

を
支さ

さ

え
て
く
れ
た
素す

晴ば

ら
し
い
野や

草そ
う

た
ち
で

す
。

　
野や

草そ
う

は
何な

に

も
言い

わ
ず
、
あ
る
が
ま
ま
に
自し

然ぜ
ん

の
お
悟さ

と

し
の

ま
ま
に
生は

え
、「
必ひ

つ

要よ
う

な
ら
ど
う
ぞ
」
と
無む

償し
ょ
うの
愛あ

い

を
私わ

た
しに
く

れ
ま
し
た
。私わ

た
しは
こ
の
野や

草そ
う

の
よ
う
に
生い

き
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

[

１
， ｐ
１
５
５]

　

野や

草そ
う

が
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

で
生い

か
さ
れ
、
無む

償し
ょ
うの
愛あ

い

を
提て

い

供き
ょ
うし
て
い

る
よ
う
に
、
人に

ん

間げ
ん

も
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

で
生い

か
さ
れ
、
無む

償し
ょ
うの
愛あ

い

を

提て
い

供き
ょ
うす
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

　

春は
る

一い
ち

番ば
ん

に
芽め

を
出だ

す
ふ
き
の
と
う
が
、
冬ふ

ゆ

の
間あ

い
だに
体た

い

内な
い

に
た

ま
っ
た
毒ど

く

素そ

を
排は

い

出し
ゅ
つし
、
足た

り
な
く
な
っ
た
栄え

い

養よ
う

分ぶ
ん

を
補

お
ぎ
な
っ
て

く
れ
る
の
は
、大だ

い

自し

然ぜ
ん

の
不ふ

思し

議ぎ

と
し
か
言い

い
よ
う
が
な
い
が
、

も
う
一ひ

と
つ
不ふ

思し

議ぎ

な
の
は
、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

祖ぞ

は
ど
う
し
て
、
こ
う

い
う
事こ

と

が
分わ

か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑ぎ

問も
ん

で
あ
る
。

　

冬ふ
ゆ

の
間あ

い
だ、
食た

べ
物も

の

が
少す

く

な
く
な
っ
て
、
よ
う
や
く
春は

る

一い
ち

番ば
ん

に

芽め

を
出だ

し
た
ふ
き
の
と
う
を
見み

つ
け
た
ら
、
食た

べ
て
み
よ
う
と

思お
も

う
の
は
、
当と

う

然ぜ
ん

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
自じ

分ぶ
ん

の
身

か
ら
だ

体

に
ど
の
よ
う
な
影え

い

響き
ょ
うを
及お

よ

ぼ
す
か
、
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
鋭え

い

敏び
ん

な
感か

ん

覚か
く

で
、
体た

い

験け
ん

的て
き

に
そ
れ
を
知し

っ
た
に
違ち

が

い
な
い
。

　

そ
う
し
た
体た

い

験け
ん

が
何な

ん

世せ

代だ
い

も
積つ

み
重か

さ

ね
ら
れ
、「
冬ふ

ゆ

ご
も
り

で
体た

い

内な
い

に
残の

こ
っ
た
毒ど

く

素そ

を
は
き
出だ

し
、
太た

い

陽よ
う

の
少す

く

な
い
季き

節せ
つ

に

足た

り
な
く
な
っ
た
栄え

い

養よ
う

分ぶ
ん

を
補

お
ぎ
な
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
知ち

恵え

が

生う

ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
自じ

分ぶ
ん

の
身

か
ら
だ

体
に
関か

ん

す
る
鋭え

い

敏び
ん

な
感か

ん

覚か
く

、
観か

ん

察さ
つ

眼が
ん

を
、
現げ

ん

代だ
い

の
我わ

れ

々わ
れ

は
忘わ

す

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
は

「
腹は

ら

八は
ち

分ぶ
ん

目め

に
医い

者し
ゃ

い
ら
ず
」
と
い
う
古こ

人じ
ん

の
諺

こ
と
わ
ざを
説と

い
て
い

る
が
、
あ
る
癌が

ん

患か
ん

者じ
ゃ

か
ら
「
腹は

ら

八は
ち

分ぶ
ん

目め

っ
て
ど
の
辺へ

ん

で
し
ょ
う
」

と
聞き

か
れ
た
。
医い

者し
ゃ

か
ら
余よ

命め
い

３
カ
月げ

つ

と
診し

ん

断だ
ん

さ
れ
た
患か

ん

者じ
ゃ

で
あ
る
。

　
「
自じ

分ぶ
ん

の
体か

ら
だで
し
ょ
う
？　

他た

人に
ん

の
体か

ら
だの
こ
と
は
わ
か
り
ま

せ
ん
よ
。
自じ

分ぶ
ん

の
体か

ら
だに
聞き

い
て
く
だ
さ
い
」
と
、
東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
は

答こ
た

え
た
。
そ
の
後ご

、
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
そ
の
患か

ん

者じ
ゃ

は
「
が

ん
は
消き

え
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
す
」と
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
と
い
う
。

　

東と
う

城じ
ょ
うさ
ん
が
発は

っ

行こ
う

し
て
い
る
雑ざ

っ

誌し

『
あ
な
た
と
健け

ん

康こ
う

』
で
、

「
げ
ん
の
し
ょ
う
こ
、
ど
く
だ
み
、
決け

つ

明め
い

子し

を
煎せ

ん

じ
て
飲の

ん
だ

ら
体た

い

調ち
ょ
うが
よ
く
な
っ
た
」
と
い
う
記き

事じ

を
読よ

み
、
そ
れ
を
鵜う

呑の
み

に
し
て
、
濃こ

く
煎せ

ん

じ
て
飲の

ん
だ
ら
胃い

が
痛い

た

く
な
っ
た
、
吐は

き

気け

、
食

し
ょ
く

欲よ
く

不ふ

振し
ん

な
ど
体た

い

調ち
ょ
う

不ふ

振し
ん

が
続つ

づ

い
た
、
と
い
う
人ひ

と

が
い

た
。
そ
れ
に
対た

い

し
て
、
東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
は
こ
う
説と

く
。

　
そ
れ
ぞ
れ
体た

い

質し
つ

は
違ち

が

う
し
、
病

び
ょ
う

気き

の
状

じ
ょ
う

態た
い

も
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
自じ

分ぶ
ん

の
体か

ら
だに
合あ

わ
せ
た
飲の

み
方か

た

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。・
・
・
慌あ

わ

て
ず
じ
っ
く
り
体か

ら
だ
と
相そ

う

談だ
ん

し
、
体か

ら
だ
と
話は

な

し
合あ

っ

て
生い

き
る
こ
と
を
考か

ん
がえ
ま
し
ょ
う
。[

１
， ｐ
１
１
９]

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

は
「
神し

ん

事じ

」

（３） ２０１８年第５００１号 	 ５月	１９日	（土曜日）

６
．「
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、食し

ょ
く
を
選え

ら

ぶ

　
　
　

力ち
か
ら
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

３
．「
生い

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
」

４
．
野や

草そ
う

の
無む

償し
ょ
う

の
愛あ

い

東と
う

城じ
ょ
う
百ゆ

合り

子こ

『
健け

ん

康こ
う

に
な
る
食た

べ
方か

た 

幸し
あ
わせ
に
な
る
生い

き
方か

た

』、
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

　

和わ

食し
ょ
く

が
も
た
ら
す
、
自し

然ぜ
ん

と
調ち

ょ
う

和わ

し
た
食た

べ
方か

た

、
生い

き
方か

た

が
、
高こ

う

齢れ
い

化か

社し
ゃ

会か
い

を
救す

く

う
。

７
．
梅う

め

干ぼ

し
が
伝つ

た

え
る

　
　
　

自し

然ぜ
ん

の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

現げ
ん

代だ
い

の
栄え

い

養よ
う

学が
く

で
は
、
成せ

い

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

の
必ひ

つ

要よ
う

な
合ご

う

計け
い

カ
ロ
リ
ー

数す
う

は
２
６
０
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
く
ら
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

成せ
い

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

と
言い

っ
て
も
体た

い

格か
く

は
そ
れ
ぞ
れ
異こ

と

な
り
、
ま
た
２
０

代だ
い

の
青せ

い

年ね
ん

と
８
０
代だ

い

の
老ろ

う

年ね
ん

、
オ
フ
ィ
ス
・
ワ
ー
カ
ー
と
肉に

く

体た
い

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

と
で
も
違ち

が

う
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
同お

な

じ
人じ

ん

物ぶ
つ

で
も
元げ

ん

気き

で
仕し

事ご
と

に
励は

げ

ん
で
い
る
時と

き

と
、
風か

邪ぜ

気ぎ

味み

で
寝ね

込こ

ん
で
い
る
時と

き

と
で
は
、
必ひ

つ

要よ
う

な
カ
ロ
リ
ー
数す

う

も
異こ

と

な
る
は
ず
だ
。

　

体た
い

調ち
ょ
うだ
け
で
は
な
い
。
悩な

や

み
が
あ
っ
た
り
、
腹は

ら

を
立た

て
て
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
き
は
、
胃い

液え
き

も
唾だ

液え
き

も
出で

な
い
の
で
食

し
ょ
く

欲よ
く

を
失う

し
な
う
。
そ
ん
な
時と

き

に
、
無む

理り

に
食た

べ
て
も
栄え

い

養よ
う

は
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うさ
れ

な
い
。「
カ
ロ
リ
ー
計け

い

算さ
ん

と
い
う
の
は
、
こ
の
個こ

人じ
ん

差さ

や
心こ

こ
ろの

姿す
が
たを
度ど

外が
い

視し

し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
、東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
は
指し

摘て
き

す
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

の
栄え

い

養よ
う

学が
く

を
否ひ

定て
い

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
本ほ

ん

の

あ
ち
こ
ち
に
栄え

い

養よ
う

学が
く

の
知ち

識し
き

は
生い

か
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

必ひ
つ

要よ
う

カ
ロ
リ
ー
が
個こ

人じ
ん

差さ

や
心こ

こ
ろの
姿す

が
たを
度ど

外が
い

視し

し
て
い
る
よ
う

に
、
ま
だ
ま
だ
未み

熟じ
ゅ
くな
発は

っ

展て
ん

段だ
ん

階か
い

で
あ
っ
て
、
そ
こ
を
補お

ぎ
な
う
た

め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
自じ

分ぶ
ん

の
身

か
ら
だ

体
と
「
話は

な

し
合あ

い
な
が
ら
」、

生い

き
て
い
く
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

な
の
で
あ
る
。

　
「
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
、
何な

に

が
正た

だ

し
い
の
か
、
食し

ょ
く
を
選え

ら

ぶ
力ち

か
ら
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
」
と
、
東と

う

城じ
ょ
うさ
ん
は
指し

摘て
き

す
る
。

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ば
か
り
食た

べ
て
太ふ

と

っ
た
り
、
痩や

せ
よ
う
と
バ
ナ

ナ
・
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
飛と

び
つ
い
た
り
。
自じ

分ぶ
ん

の
体か

ら
だの
声こ

え

を
聞き

か

な
い
、
と
い
う
点て

ん

で
、
こ
の
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
姿し

勢せ
い

は
同お

な

じ
で
あ
る
。

　
よ
く
噛か

ん
で
食た

べ
る
と
、
分ぶ

ん

量り
ょ
うは
こ
れ
で
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

、
と
体

か
ら
だ

が
教お

し

え
て
く
れ
ま
す
。
自じ

分ぶ
ん

の
好こ

の

み
で
あ
れ
こ
れ
食た

べ
て
い
て

は
、
体か

ら
だは
「
こ
れ
で
充

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

」
と
い
う
サ
イ
ン
を
教お

し

え
て
く
れ
ま

せ
ん
。
カ
ン
が
働は

た
らか
な
い
し
感か

ん

覚か
く

も
鈍に

ぶ

く
な
り
ま
す
。

　

努ど

力り
ょ
く、
工く

夫ふ
う

、
判は

ん

断だ
ん

、
決け

つ

断だ
ん

、
感か

ん

性せ
い

も
、
こ
の
食た

べ
方か

た

、

噛か

み
方か

た

、
手て

足あ
し

を
使つ

か

っ
て
働は

た
ら
く
日ひ

び々

の
生せ

い

活か
つ

の
積つ

み
上あ

げ
で

育そ
だ

ち
ま
す
。
何な

に

も
し
な
い
で
頭あ

た
まで
考か

ん
がえ
て
ば
か
り
で
は
、
こ
の

感か
ん

性せ
い

は
育そ

だ

ち
ま
せ
ん
。[

１
， ｐ
６
３]

　
「
食し

ょ
くを
選え

ら

ぶ
力ち

か
ら」を
見み

失う
し
な
っ
た
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

か
ら
見み

れ
ば
、

先せ
ん

人じ
ん

た
ち
の
知ち

恵え

は
深ふ

か

い
。
例た

と

え
ば
梅う

め

干ぼ

し
。

　
梅う

め

干ぼ

し
に
は
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
殺さ

っ

菌き
ん

力り
ょ
くが
あ
り
、
昔む

か
しか
ら
疫え

き

病び
ょ
うの
治ち

療り
ょ
うや
熱ね

つ

や
痛い

た

み
に
、
内な

い

用よ
う

・
外が

い

用よ
う

と
も
に
使つ

か

い
ま
し
た
。
夏な

つ

に
お
ひ
つ
の
中な

か

に
一ひ

と
つ
だ
け
入い

れ
て
も
、
そ
の
日ひ

一い
ち

日に
ち

は
ご
飯は

ん

が
い
た
み
ま
せ
ん
。
ま
た
食た

べ
れ
ば
酸さ

ん

味み

で
耳じ

下か

腺せ
ん

か
ら
パ
ロ

チ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分ぶ

ん

泌ぴ
つ

さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
老ろ

う

化か

予よ

防ぼ
う

と
な
り
、
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

病び
ょ
うの
予よ

防ぼ
う

、
治ち

療り
ょ
う

等な
ど

に
役や

く

立だ

ち
ま
す
。

　

朝あ
さ

に
熱あ

つ

い
無む

農の
う

薬や
く

番ば
ん

茶ち
ゃ

に
梅う

め

干ぼ

し
一い

っ

個こ

を
入い

れ
て
、
種た

ね

だ

け
残の

こ

し
て
飲の

む
と
、
血け

っ

行こ
う

を
盛さ

か

ん
に
し
、
老ろ

う

廃は
い

物ぶ
つ

を
出だ

し
、

造ぞ
う

血け
つ

を
助た

す

け
、
疲ひ

労ろ
う

素そ

を
梅う

め

の
ク
エ
ン
酸さ

ん

が
中

ち
ゅ
う

和わ

し
て
く
れ

る
の
で
体た

い

調ち
ょ
うが
と
と
の
い
、
さ
わ
や
か
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
難な

ん

病び
ょ
うと
さ
れ
る
動ど

う

脈み
ゃ
く

硬こ
う

化か

・
脳の

う

溢い
っ

血け
つ

・
神し

ん

経け
い

痛つ
う

・

リ
ウ
マ
チ
な
ど
を
予よ

防ぼ
う

・
治ち

療り
ょ
うし
て
く
れ
ま
す
。[

１
， ｐ

１
０
６]

８
．
自し

然ぜ
ん

と
調ち

ょ
う和わ

し
た
生い

き
方か

た
の
威い

力り
ょ
く

５
．「
自じ

分ぶ
ん

の
体か

ら
だに
聞き

い
て
く
だ
さ
い
」

　

本ほ
ん

物も
の

の
梅う

め

干ぼ

し
は
「
土ど

用よ
う

干ぼ

し
」
で
作つ

く

ら
れ
る
。
真ま

夏な
つ

の

晴せ
い

天て
ん

に
三み

っ

日か

三み

晩ば
ん

干ほ

す
。

　

真ま

夏な
つ

は
、
太た

い

陽よ
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最も

っ
と
も
強つ

よ

い
時と

き

で
す
か
ら
、

そ
の
力ち

か
ら
を
梅う

め

が
も
ら
い
ま
す
。
そ
し
て
夜よ

干ぼ

し
す
る
と
夜よ

露つ
ゆ

の
中な

か

の
オ
ゾ
ン
を
吸す

っ
て
、
梅う

め

の
中な

か

に
新あ

た
らし
い
生せ

い

命め
い

力り
ょ
くが
貯た

く
わえ

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
真ま

っ
赤か

な
血ち

に
し
て
く
れ
る
力ち

か
ら
と
な
り
、

目め

に
見み

え
な
い
生せ

い

理り

現げ
ん

象し
ょ
うを
回か

い

転て
ん

さ
せ
て
く
れ
る
力ち

か
ら
と
も
な

り
ま
す
。

　
こ
の
土ど

用よ
う

干ぼ

し
は
梅う

め

干ぼ

し
を
強

き
ょ
う

力り
ょ
くに
す
る
の
で
す
。
そ
し

て
太た

い

陽よ
う

に
干ほ

し
、
長な

が

く
保ほ

存ぞ
ん

し
て
お
く
と
、
空く

う

気き

中ち
ゅ
うの
バ
ク

テ
リ
ア
が
働は

た
らい
て
酵こ

う

素そ

活か
つ

動ど
う

を
助た

す

け
、
ま
た
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
力ち

か
ら
を
増ま

し
加く

わ

え
て
く
れ
ま
す
。[

１
， ｐ
１
０
９]

　

太た
い

陽よ
う

や
夜よ

霧ぎ
り

と
い
う
自し

然ぜ
ん

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得え

た
梅う

め

干ぼ

し

が
、
人に

ん

間げ
ん

の
体か

ら
だ
と
い
う
、
も
う
一ひ

と
つ
の
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

に
入は

い

っ
て
、

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発は

っ

揮き

す
る
の
で
あ
る
。

　

平へ
い

成せ
い

２
８
（
２
０
１
６
）
年ね

ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
平へ

い

均き
ん

寿じ
ゅ

命み
ょ
うは

女じ
ょ

性せ
い

が
８
７
．
１
４
歳さ

い

、
男だ

ん

性せ
い

が
８
０
．
９
８
歳さ

い

で
、
男だ

ん

女じ
ょ

と
も
香

ほ
ん
こ
ん

港
に
次つ

い
で
世せ

界か
い

２
位い

で
あ
っ
た
。
香

ほ
ん
こ
ん

港
は
人じ

ん

口こ
う

７
０
０
万ま

ん

余よ

の
一い

ち

都と

市し

に
過す

ぎ
な
い
か
ら
、
国く

に

レ
ベ
ル
の
比ひ

較か
く

で
は
日に

本ほ
ん

は
実じ

っ

質し
つ

、
世せ

界か
い

ト
ッ
プ
で
あ
る
と
言い

え
る
。

　

と
こ
ろ
が
日に

ち

常じ
ょ
う

的て
き

・
継け

い

続ぞ
く

的て
き

な
医い

療り
ょ
う・
介か

い

護ご

に
依い

存ぞ
ん

し

な
い
で
自じ

立り
つ

し
た
生せ

い

活か
つ

が
で
き
る
「
健け

ん

康こ
う

寿じ
ゅ

命み
ょ
う」
で
見み

る
と
、

日に
っ

本ぽ
ん

女じ
ょ

性せ
い

は
７
４
．７
９
歳さ

い

と
、１
２
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
の
差さ

が
あ
る
。

つ
ま
り
老ろ

う

後ご

に
は
平へ

い

均き
ん

１
２
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
医い

療り
ょ
うや
介か

い

護ご

に
依い

存ぞ
ん

す
る
生せ

い

活か
つ

が
待ま

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

医い

学が
く

の
発は

っ

達た
つ

に
よ
り
、
ガ
ン
の
克こ

く

服ふ
く

は
最さ

い

終し
ゅ
う

段だ
ん

階か
い

に
あ
り
、

こ
れ
に
成せ

い

功こ
う

す
る
と
、
平へ

い

均き
ん

寿じ
ゅ

命み
ょ
うは
１
０
０
歳さ

い

の
時じ

代だ
い

を
迎む

か

え
る
と
い
う
。
そ
れ
は
そ
れ
で
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
が
、
同ど

う

時じ

に
健け

ん

康こ
う

寿じ
ゅ

命み
ょ
うを
い
か
に
伸の

ば
し
て
い
く
か
、
が
大お

お

き
な
問も

ん

題だ
い

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
の
お
手て

本ほ
ん

は
、９
２
歳さ

い

に
な
っ
た
今い

ま

も
原げ

ん

稿こ
う

を
書か

き
、

料り
ょ
う

理り

教き
ょ
う

室し
つ

を
開ひ

ら

き
、
講こ

う

演え
ん

は
立た

っ
た
ま
ま
で
行お

こ
な
う
と
い
う
東と

う

条じ
ょ
うさ
ん
の
生い

き
様ざ

ま

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
残の

こ

し

た
自し

然ぜ
ん

と
調

ち
ょ
う

和わ

し
た
食た

べ
方か

た

、生い

き
方か

た

の
威い

力り
ょ
くを
示し

め

し
て
い
る
。

                   　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が

称し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら

な
い
日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

２
８

ア
マ
ゾ
ン
「
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

」
カ
テ

ゴ
リ
ー
１
位い(

Ｈ
２
８
／
６

／
３
０
調し

ら

べ)　

総そ
う

合ご
う

１
９

位い

（
Ｈ
２
８
／
５
／
２
９
調し

ら

べ
）

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
１
）
東と

う

城
じ
ょ
う

百ゆ

合り

子こ

『
健け

ん

康こ
う

に
な
る
食た

べ

方か
た 

幸し
あ
わせ
に
な
る
生い

き
方か

た

』、

扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０
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な
が
ら
同ど

う

祭ま
つ

り
で
の
企き

画か
く

実じ
っ

施し

は
な
く
な
っ
た
が
、
代か

わ
り

に
Ｊ
Ｆ
Ｅ
を
独ど

く

自じ

に
行お

こ

な
う

こ
と
に
。
佐さ

藤と
う

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
「
伯は

っ

国こ
く

は
ラ
米べ

い

で
一い

ち

番ば
ん

日に

本ほ
ん

映え
い

画が

の
興こ

う

行ぎ
ょ
う

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うが
低ひ

く

く
、
潜せ

ん

在ざ
い

的て
き

な
可か

能の
う

性せ
い

が
高た

か

い
国く

に

。
大お

お

き
な
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
あ
る
た
め
、

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
慣な

れ
親し

た

し
ん
だ

下し
た

地じ

が
あ
る
」
と
イ
ベ
ン
ト

成せ
い

功こ
う

へ
の
期き

待た
い

を
述の

べ
た
。

　

特と
く

撮さ
つ

ヒ
ー
ロ
ー
「
ジ
ャ
ス
ピ
オ
ン
」
伯は

っ

国こ
く

版ば
ん

を
来ら

い

年ね
ん

１
月が

つ

公こ
う

開か
い
へ
―
―
聖せ

い

市し

近き
ん

郊こ
う

バ
ル
エ
リ
市し

ア
ル
フ
ァ
ビ
レ
の
映え

い

画が

配は
い

給き
ゅ
う

会が
い

社し
ゃ

サ
ト
ウ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
、
２
月が

つ

に
同ど

う

映え
い

画が

の
製せ

い

作さ
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
同ど

う

社し
ゃ

が
８
月が

つ

に
予よ

定て
い

す
る
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

上
じ
ょ
う

映え
い

イ
ベ
ン
ト
「Japan Film

e Experience 2
0
1
8

」（
以い

下か

Ｊ
Ｆ
Ｅ
）
で
は
、
そ
の
監か

ん

督と
く

、
配は

い

役や
く

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ

る
ほ
か
、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

１
１
０
本ぽ

ん

が
５
都と

市し

で
各か

く

１
１
日に

ち

間か
ん

上じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
る
。
同ど

う

社し
ゃ

の
佐さ

藤と
う

ネ
ル
ソ
ン
社し

ゃ

長ち
ょ
う、
ジ
ャ
ケ
リ
ー
ネ
・
ル
ッ
チ
ェ
シ
さ
ん
に
３
日か

、
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

俳は
い

誌し

『
朝あ

さ

蔭か
げ

』
第だ

い

４
６
２

号ご
う

が
４
月が

つ

に
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。

《
初は

つ

夢ゆ
め

は
コ
ッ
パ
優ゆ

う

勝し
ょ
う

六ろ
っ

回か
い

目め

》（
中ち

ゅ

馬う
ま

和か
ず

子こ

）
と
は
幸さ

い

先さ
き

が
い
い
。
本ほ

ん

番ば
ん

は
６
月が

つ

１
４
日か

開か
い

始し

！　
《
聖せ

い

人じ
ん

の

日ひ

ド
ナ
マ
ル
ガ
リ
ー
ダ
も
そ

の
一ひ

と

人り

》（
山や

ま

下し
た

志し

げ
こ
）。

ド
ナ
マ
ル
ガ
リ
ー
ダ
は
す
で

に
コ
ロ
ニ
ア
の
聖せ

い

人じ
ん

だ
が
、

同ど
う

社し
ゃ

が
リ
メ
イ
ク
を
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

し
た
日に

本ほ
ん

の
特と

く

撮さ
つ

ヒ
ー
ロ
ー

「
巨き

ょ

獣じ
ゅ
う

特と
く

捜そ
う

ジ
ャ
ス
ピ
オ
ン
」

は
、
１
９
８
８
年ね

ん

に
当と

う

地ち

で

放ほ
う

送そ
う

さ
れ
、
子こ

供ど
も

達た
ち

の
ヒ
ー

ロ
ー
と
な
っ
た
。

佐さ

藤と
う

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
「
今こ

年と
し

で
放ほ

う

送そ
う

か
ら
３
０
年ね

ん

、
大

お
と
な

人
に
な

っ
た
フ
ァ
ン
が
多お

お

く
、
た
く
さ

ん
の
伯は

く

人じ
ん

俳は
い

優ゆ
う

が
出

し
ゅ
つ

演え
ん

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

っ
て
い
る
。
伯は

っ

国こ
く

版ば
ん

な
の
で
国こ

く

内な
い

の
俳は

い

優ゆ
う

で
作つ

く

ら

れ
る
が
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

俳は
い

優ゆ
う

も
一い

ち

部ぶ

起き

用よ
う

す
る
」
と
明あ

か
し
た
。

来ら
い

年ね
ん

１
月が

つ

頃こ
ろ

の
上

じ
ょ
う

映え
い

開か
い

始し

を

見み

込こ

む
。

同ど
う

社し
ゃ

は
特と

く

撮さ
つ

番ば
ん

組ぐ
み

が
流

り
ゅ
う

行こ
う

し
た
８
０
年ね

ん

代だ
い

、
海か

い

賊ぞ
く

版ば
ん

の

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
一い

っ

般ぱ
ん

に
出で

回ま
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
問も

ん

題だ
い

視し

し
た
佐さ

藤と
う

社し
ゃ

長ち
ょ
うが
１
９
８
５
年ね

ん

に
立た

ち
上あ

げ
た
。「
ジ
ラ
イ
ヤ
」

や
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
な
ど

の
特と

く

撮さ
つ

番ば
ん

組ぐ
み

の
ほ
か
、現げ

ん

在ざ
い

は

「
デ
ス
ノ
ー
ト
」
や
「
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｒ
Ａ
」
な
ど
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
伯は

っ

国こ
く

に
持も

ち
込こ

ん
で

い
る
。

　

今こ
ん

回か
い

の
イ
ベ
ン
ト
Ｊ
Ｆ
Ｅ

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
リ
オ
、
フ
ォ

ル
タ
レ
ー
ザ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
、

ク
リ
チ
バ
の
５
市し

を
巡

じ
ゅ
ん

回か
い

す

る
予よ

定て
い

。
今い

ま

ま
で
多お

お

く
上

じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
て
き
た
ア
ニ
メ
作さ

く

品ひ
ん

だ

　

鳥と
っ

取と
り

県け
ん

か
ら
派は

遣け
ん

さ
れ
た

高こ
う

校こ
う

社し
ゃ

会か
い

科か

教き
ょ
う

師し

、
井い

の

上う
え

幹み
き

朗お

さ
ん
（
４
９
、
鳥と

っ

取と
り

）
が

１
８
日に

ち

に
来ら

い

伯は
く

、
聖せ

い

州し
ゅ
うミ
ラ

ン
ド
ポ
リ
ス
郡ぐ

ん

第だ
い

２
ア
リ
ア

ン
サ
移い

住じ
ゅ
う

地ち

の
第だ

い

１
３
代だ

い

日に
ち

語ご

教き
ょ
う

師し

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
。
こ
れ

か
ら
２
年ね

ん

間か
ん

、
同ど

う

移い

住じ
ゅ
う

地ち

の

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

で
指し

導ど
う

に
あ
た

る
。

　

第だ
い

２
ア
リ
ア
ン
サ
は
鳥と

っ

取と
り

県け
ん

か
ら
の
移い

民み
ん

が
開か

い

拓た
く

し

「
鳥と

っ

取と
り

村む
ら

」
と
し
て
知し

ら
れ

る
。
１
９
９
４
年ね

ん

か
ら
隔か

く

年ね
ん

で
教

き
ょ
う

師し

を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
、
日に

本ほ
ん

語ご

指し

導ど
う

や
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
文ぶ

ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
うを
図は

か

っ
て
い
る
。

　

井い
の

上う
え

さ
ん
は
今こ

ん

回か
い

が
初は

つ

来ら
い

伯は
く

。「
も
と
か
ら
コ
ー
ヒ
ー

産さ
ん

業ぎ
ょ
うと
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化か

に
関か

ん

心し
ん

が
あ
っ
た
。
募ぼ

集し
ゅ
うの

話は
な
しを
聞き

い
て
、
す
ぐ
に
行い

こ

け
で
な
く
、ド
ラ
マ
や
ホ
ラ
ー
、

『
二じ

郎ろ
う

は
寿す

司し

の
夢ゆ

め

を
見み

る
』

（
２
０
１
１
）、『
五ご

島と
う

の
ト

ラ
さ
ん
』（
２
０
１
６
）
な
ど

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作さ

く

品ひ
ん

も

上じ
ょ
う

映え
い

す
る
。

　
「
映え

い

画が

を
通つ

う

じ
た
体た

い

験け
ん

イ

ベ
ン
ト
」
な
の
で
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

体た
い

験け
ん

の
機き

会か
い

も
設も

う

け
ら
れ

る
。「
二じ

郎ろ
う

は
寿す

司し

の
―
」
に

う
と
決き

め
た
」
と
話は

な

す
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
は
３
歳さ

い

か

ら
１
７
歳さ

い

の
２
０
人に

ん

ほ
ど
の

生せ
い

徒と

が
通か

よ

っ
て
い
て
、
そ
の

全ぜ
ん

員い
ん

に
指し

導ど
う

す
る
。「
自じ

分ぶ
ん

が
教お

し

え
た
こ
と
で
将

し
ょ
う

来ら
い

、
日に

本ほ
ん

に
行い

き
た
い
と
思お

も

っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
」
と
意い

気き

込ご

む
。
ま
た
、

「
任に

ん

期き

が
終お

わ
っ
た
ら
日に

本ほ
ん

の
生せ

い

徒と

た
ち
に
ブ
ラ
ジ
ル
の

　

公こ
う

益え
き

財ざ
い

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

海か
い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

協き
ょ
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

啓け
い

二じ

会か
い

長ち
ょ
う）

が「
日に

本ほ
ん

財ざ
い

団だ
ん

日に
っ

系け
い

ス
カ
ラ
ー

シ
ッ
プ
・
夢ゆ

め

の
実じ

つ

現げ
ん

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
募ぼ

集し
ゅ
うを
受う

け
付つ

け

て
い
る
。
応お

う

募ぼ

締し

め
切き

り
は

Japan Film
e 

Expelience 2018

ロ
ゴ

７
月が

つ

３
１
日に

ち

。

　

両
り
ょ
う

国こ
く

間か
ん

の
理り

解か
い

促そ
く

進し
ん

や
居き

ょ

住じ
ゅ
う

国こ
く

・
地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

に

貢こ
う

献け
ん

す
る
計け

い

画か
く

や
夢ゆ

め

を
持も

つ

若わ
か

い
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
対た

い

し
、
最さ

い

長
ち
ょ
う

５
年ね

ん

の
日に

本ほ
ん

留り
ゅ
う

学が
く

の
機き

会か
い

を
与あ

た

え
る
奨

し
ょ
う

学が
く

金き
ん

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

募ぼ

集し
ゅ
う

人に
ん

数ず
う

は
５
人に

ん

程て
い

度ど

で
、

主お
も

に
中

ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

地ち

域い
き

在ざ
い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

が

対た
い

象し
ょ
う
と
な
る
。
応お

う

募ぼ

資し

格か
く

・

要よ
う

件け
ん

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
。

　

▼
日に

っ

系け
い

人じ
ん

で
あ
る
こ
と

（
国こ

く

籍せ
き

、
学が

く

歴れ
き

、
訪ほ

う

日に
ち

経け
い

験け
ん

不ふ

問も
ん

）
▼
原げ

ん

則そ
く

と
し
て
１
８

〜
３
５
歳さ

い

ま
で
▼
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
推す

い

薦せ
ん

を
得え

た
者も

の

▼
専せ

ん

門も
ん

的て
き

な
技ぎ

術じ
ゅ
つ

を
身み

に
つ
け
、

帰き

国こ
く

後ご

、
居き

ょ

住じ
ゅ
う

国こ
く

・
地ち

域い
き

社し
ゃ

会か
い

で
活か

つ

躍や
く

す
る
夢ゆ

め

を
持も

つ
者も

の

▼
留り

ゅ
う

学が
く

経け
い

験け
ん

を
活い

か
し
て
、

両り
ょ
う

国こ
く

の
架か

け
橋は

し

と
な
る
希き

望ぼ
う

を
持も

つ
者も

の

▼
留り

ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
自じ

主し
ゅ

的て
き

な
活か

つ

動ど
う

、
社し

ゃ

会か
い

貢こ
う

献け
ん

活か
つ

動ど
う

に
主し

ゅ

体た
い

的て
き

に
参さ

ん

加か

で
き
る
者も

の

。

　

留
り
ゅ
う

学が
く

先さ
き

は
本ほ

ん

人に
ん

が
選せ

ん

択た
く

し

入に
ゅ
う

学が
く

交こ
う

渉し
ょ
うを
行お

こ
な

う
こ
と
。
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
場ば

合あ
い

は
、
日に

本ほ
ん

財ざ
い

団だ
ん

の
指し

定て
い

に
よ
る
。
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
くは
、
留

り
ゅ
う

学が
く

先さ
き

で
の
講こ

う

義ぎ

や
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

に
支し

障し
ょ
うが
な

い
レ
ベ
ル
が
望の

ぞ

ま
し
い
。

　

選せ
ん

考こ
う

は
書し

ょ

類る
い

に
よ
る
１
時じ

審し
ん

査さ

（
９
月が

つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
ん
）、
面め

ん

接せ
つ

に
よ
る
２
時じ

審し
ん

査さ

（
９
月が

つ

下げ

旬じ
ゅ
ん

〜
１
０
月が

つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
ん

）
が
あ

り
、
合ご

う

格か
く

発は
っ

表ぴ
ょ
う

は
１
０
月が

つ

末ま
つ

。
合ご

う

格か
く

者し
ゃ

に
は
往お

う

復ふ
く

航こ
う

空く
う

運う
ん

賃ち
ん

、
受じ

ゅ

験け
ん

料り
ょ
う、
入

に
ゅ
う

学が
く

金き
ん

、

住じ
ゅ
う

居き
ょ

費ひ

実じ
っ

費ぴ

、
生せ

い

活か
つ

費ひ

な
ど

　

だ
る
ま
塾じ

ゅ
く

（
金き

ん

原ば
ら

正ま
さ

幸ゆ
き

代だ
い

表ひ
ょ
う）
と
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

交こ
う

流
り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
神か

ん

戸べ

保た
も
つ

会か
い

長ち
ょ
う

）
は

６
月が

つ

１
０
日か

、
今こ

年と
し

で
３
７

回か
い

目め

と
な
る
聖せ

い

市し

ピ
ッ
コ
・

ド
・
ジ
ャ
ラ
グ
ア
へ
の
遠え

ん

足そ
く

を
行お

こ
な

う
。
参さ

ん

加か

費ひ

、
予よ

約や
く

不ふ

用よ
う

。
　

午ご

前ぜ
ん

７
時じ

に
聖せ

い

市し

ラ
ッ

パ
区く

セ
バ
ス
チ
ア
ン
広ひ

ろ

場ば

（P
ra
ca S

e
b
a
stia
o 

Jaym
e P
in
to
, L
ap
a 

d
e B
aixo

）
を
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

。
山さ

ん

麓ろ
く

ま
で
の
片か

た

道み
ち

１
０
キ
ロ
と
、

山さ
ん

頂ち
ょ
うま
で
の
往お

う

復ふ
く

１
０
キ
ロ
、

計け
い

２
０
キ
ロ
を
歩あ

る

く
。
正

し
ょ
う

午ご

に
山さ

ん

頂ち
ょ
うへ
到と

う

着ち
ゃ
く
し
て
各か

く

自じ

持じ

参さ
ん

の
弁べ

ん

当と
う

を
食た

べ
、
午ご

後ご

２

時じ

に
下げ

山ざ
ん

し
て
ふ
も
と
で
解か

い

散さ
ん

す
る
。
そ
こ
か
ら
ラ
ッ
パ
区く

に
戻も

ど

る
バ
ス
が
出で

て
い
る
。

　

聖せ
い

市し

最さ
い

高こ
う

地ち

点て
ん

と
な
る
山さ

ん

頂ち
ょ
うは
標

ひ
ょ
う

高こ
う

１
１
３
５
メ
ー
ト

ル
で
、
市し

内な
い

を
一い

ち

望ぼ
う

す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

参さ
ん

加か

年ね
ん

齢れ
い

は
１
０
歳さ

い

以い

上
じ
ょ
う

(

９
歳さ

い

以い

下か

は
父ふ

兄け
い

同ど
う

伴は
ん)

。

低て
い

血け
つ

圧あ
つ

ま
た
は
高こ

う

血け
つ

圧あ
つ

の
人ひ

と

は
山さ

ん

麓ろ
く

ま
で
は
徒と

歩ほ

、
登と

山ざ
ん

は
車く

る
ま

で
行お

こ
な

う
。
飲の

み
物も

の

、
雨あ

ま

具ぐ

ほ
か
バ
ス
代だ

い

を
持じ

参さ
ん

の
こ

と
。
当と

う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

６
時じ

の
時じ

点て
ん

で
雨う

天て
ん

の
場ば

合あ
い

、
翌よ

く

週し
ゅ
う１
７

日に
ち

へ
延え

ん

期き

。
問と

い

合あ
わ

せ
は
、
だ

る
ま
塾

じ
ゅ
く

Ｏ
Ｂ
柳や

な
ぎ

本も
と

安あ

紀き

さ
ん

(daru
m
asaop

au
lo@

gm
ail.com

)

ま
で
。

い
つ
の
日ひ

に
か
バ
チ
カ
ン
で

も
公こ

う

認に
ん

に
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
。《
パ
ト
ロ
ン
の
居い

ぬ
間ま

に
啜す

す

る
寒か

ん

卵た
ま
ご》（
松ま

つ

下し
た

一い
っ

向こ
う

）

は
バ
ス
ト
ス
在ざ

い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

ら
し
い

作さ
く

品ひ
ん

。
冬ふ

ゆ

ゆ
え
に
産さ

ん

卵ら
ん

数す
う

が

少す
く

な
く
、
滋じ

養よ
う

が
あ
る
と
さ

れ
る
寒か

ん

卵た
ま
ご。
パ
ト
ロ
ン
が
居い

な
い
間あ

い
だ

に
コ
ッ
ソ
リ
。《
ポ

語ご

日に
ち

語ご

親お
や

子こ

の
語か

た

ら
い
秋あ

き

夜や

更ふ

く
》（
纐こ

う

纈け
つ

俊と
し

夫お

）
も
ブ

ラ
ジ
ル
な
ら
で
は
の
家か

庭て
い

の

光こ
う

景け
い

。《
受じ

ゅ

難な
ん

節ぶ
し

ベ
ネ
ズ
エ

ラ
人じ

ん

の
幸さ

ち

祈い
の

る
》（
熊く

ま

谷が
い

桂け
い

子こ

）。
今こ

ん

週し
ゅ
う

日に
ち

曜よ
う

は
い
よ
い

よ
べ
国こ

く

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

！　

《
浮う

き

屋や

敷し
き

東と
う

北ほ
く

な
ま
り
の
給

き
ゅ
う

仕じ

た
ち
》（
遠え

ん

藤ど
う

甲こ
う

山ざ
ん

）
の

作さ
く

者し
ゃ

は
リ
オ
在ざ

い

住じ
ゅ
う。
川か

わ

か
海う

み

に
浮う

か
べ
た
ボ
ー
ト
形が

た

の
観か

ん

光こ
う

地ち

レ
ス
ト
ラ
ン
の
様よ

う

子す

か
。

展て
ん

示じ

の
チ
ラ
シ

移い

民み
ん

110
周し

ゅ
う

年ね
ん

で
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

祭さ
い

も

ブ
ラ
ジ
ル
版ば

ん

ジ
ャ
ス
ピ
オ
ン
製せ

い

作さ
く

こ
と
を
伝つ

た

え
ら
れ
る
よ
う
に

自じ

分ぶ
ん

も
様さ

ま

々ざ
ま

な
こ
と
を
学ま

な

ん

で
い
き
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

井い
の

上う
え

さ
ん
は
島し

ま

根ね

県け
ん

安や
す

来ぎ

市し

の
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

、
安や

す

来ぎ

節ぶ
し

の

保ほ

存ぞ
ん

会か
い

会か
い

員い
ん

。安や
す

来ぎ

節ぶ
し

は「
ど

じ
ょ
う
す
く
い
」
の
踊お

ど

り
で

知し

ら
れ
、「
踊お

ど

り
に
使つ

か

う
ザ

ル
も
ビ
ク
も
持も

っ
て
き
た
」

と
言い

う
。「
こ
れ
か
ら
練れ

ん

習
し
ゅ
う

す
る
」
と
し
て
三し

ゃ

味み

線せ
ん

も
持じ

ど
じ
ょ
う
す
く
い
に
も
意い

欲よ
く

鳥と
っ

取と
り

村む
ら

に
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

、
２
年ね

ん

指し

導ど
う

日に
っ

系け
い

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
募ぼ

集し
ゅ
う

開か
い

始し

最さ
い

長ち
ょ
う

５
年ね

ん

、
日に

本ほ
ん

で
学ま

な

べ
る

創そ
う

立り
つ

メ
ン
バ
ー
の
作さ

く

品ひ
ん

も

文ぶ
ん

協き
ょ
う
・
工こ

う

芸げ
い

委い

員い
ん

会か
い

５
０
周し

ゅ
う
年ね

ん

記き

念ね
ん

展て
ん

参さ
ん

し
て
お
り
、「
日に

本ほ
ん

語ご

の

ほ
か
に
も
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
伝つ

た

え
て
い
き
た
い
」
と
意い

欲よ
く

を
見み

せ
た
。

　

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
工こ

う

芸げ
い

委い

員い
ん

会か
い

（
生い

駒こ
ま

憲け
ん

二じ

郎ろ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
は
、
前ぜ

ん

身し
ん

の
工こ

う

芸げ
い

作さ
っ

家か

協き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

か
ら
今こ

年と
し

で
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

で
あ

る
こ
と
を
記き

念ね
ん

し
て
、「
工こ

う

芸げ
い

展て
ん

」
を
１
９
、２
０
日か

、

文ぶ
ん

協き
ょ
う

文ぶ
ん

化か

ホ
ー
ル
（R

u
a 

Sao Jo
aq
u
im
, 3
81

）

で
開か

い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

工こ
う

芸げ
い

作さ
っ

家か

協き
ょ
う

会か
い

は

１
９
６
８
年ね

ん

に
創そ

う

立り
つ

し
た
独ど

く

立り
つ

団だ
ん

体た
い

で
、
９
７
年ね

ん

に
文ぶ

ん

協
き
ょ
う

の
委い

員い
ん

会か
い

に
な
っ
た
。
こ
れ

は
同ど

う

日じ
つ

に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

で
行お

こ
な

わ
れ

る
文ぶ

ん

化か

祭ま
つ

り
の
企き

画か
く

の
ひ
と

つ
。
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て

創そ
う

立り
つ

メ
ン
バ
ー
の
川か

わ

上か
み

久ひ
さ

子こ

さ
ん
（
草く

さ

木き

染ぞ
め

）、
三み

つ

橋は
し

延の
ぶ

吉よ
し

さ
ん
（
彫

ち
ょ
う

金き
ん

）、
鈴す

ず

木き

章
し
ょ
う

子こ

さ
ん
（
陶と

う

芸げ
い

）
の
作さ

く

品ひ
ん

も

展て
ん

示じ

さ
れ
る
。
他ほ

か

に
も
２
０

人に
ん

の
作さ

っ

家か

が
出

し
ゅ
っ

展て
ん

す
る
。

　

生い

駒こ
ま

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
文ぶ

ん

化か

ホ

ー
ル
で
は
他ほ

か

に
も
茶さ

道ど
う

、
書し

ょ

道ど
う

、
生い

け

花ば
な

、
絵か

い

画が

も
展て

ん

示じ

さ

れ
、
こ
れ
ら
の
団だ

ん

体た
い

と
一い

ち

同ど
う

に
介か

い

し
て
展て

ん

示じ

を
開か

い

催さ
い

す
る

の
は
こ
れ
が
初は

じ

め
て
」
と
言い

う
。「
５
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

の
集

し
ゅ
う

大た
い

成せ
い

の
よ
う
な
展て

ん

示じ

。
ぜ
ひ

多お
お

く
の
方か

た

に
こ
れ
ま
で
の
活か

つ

特
とく

撮
さつ

ヒーロー映
えい

画
が

１月
がつ

公
こう

開
かい

へ
（７） ２０１８年第５００１号  ５月 １９日 （土曜日）

佐さ

藤と
う

社し
ゃ

長ち
ょ
う

、
ジ
ャ
ケ
リ
ー
ネ
秘ひ

書し
ょ

（左
ひだり

から）鳥
とっ

取
とり

県
けん

人
じん

会
かい

の末
すえ

永
なが

勇
ゆ

美
み

子
こ

さん、井
いの

上
うえ

さん、末
すえ

永
なが

正
ただし

副
ふく

会
かい

長
ちょう

サ ト ウ・
カンパニー

ピ
ッ
コ
・
ド
・

ジ
ャ
ラ
グ
ア
遠え

ん

足そ
く

聖せ
い
市し

最さ
い
高こ
う
地ち

点て
ん
か
ら
絶ぜ
っ
景け
い
を

ち
な
ん
で
寿す

司し

の
食

し
ょ
く

体た
い

験け
ん

、

ほ
か
無む

声せ
い

映え
い

画が

の
上

じ
ょ
う

演え
ん

で
は

『
弁べ

ん

士し

』
の
公こ

う

演え
ん

も
予よ

定て
い

し

て
い
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

も
協

き
ょ
う

賛さ
ん

企き

業ぎ
ょ
う
を

募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うで
総そ

う

事じ

業ぎ
ょ
う

費ひ

は

６
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
。
同ど

う

社し
ゃ

は

元も
と

々も
と

が
映え

い

画が

配は
い

給き
ゅ
う

社し
ゃ

で
あ

り
、
上

じ
ょ
う

映え
い

イ
ベ
ン
ト
も
映え

い

画が

製せ
い

作さ
く

も
初は

つ

の
企き

画か
く

。
同ど

う

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

は
「
日に

本ほ
ん

の
会か

い

社し
ゃ

と
も
交こ

う

渉
し
ょ
う

中ち
ゅ
う。
大だ

い

イ
ベ
ン
ト
の
開か

い

催さ
い

の

仕し

方か
た

、
他た

企き

業ぎ
ょ
うか
ら
出

し
ゅ
っ

資し

を

受う

け
る
方ほ

う

法ほ
う

な
ど
学ま

な

ん
で
い

る
と
こ
ろ
」
と
現げ

ん

状じ
ょ
うを
語か

た

っ

た
。

　

ル
ッ
チ
ェ
シ
さ
ん
は
イ
ベ
ン

ト
開か

い

催さ
い

の
意い

義ぎ

に
つ
い
て
「
映え

い

画が

は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
広ひ

ろ

め
る
媒ば

い

体た
い

で
も
あ
る
。
ア
ニ
メ
、
漫ま

ん

動ど
う

を
み
て
頂い

た
だ

き
た
い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

が
支し

給き
ゅ
うさ
れ
る
。

　

応お
う

募ぼ

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

サ
イ
ト
か
ら
応お

う

募ぼ

書し
ょ

類る
い

を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
日に

本ほ
ん

の
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

に
送そ

う

付ふ

の
こ
と
、Ｅ
メ
ー

ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
送そ

う

付ふ

は
不ふ

可か

。
　

詳
し
ょ
う

細さ
い

は
サ
イ
ト
（http://

w
w
w
.jad
esas.or.jp

/
k
e
n
sh
u
/sc
h
o
la
r-

ship.htm
l

）
ま
で
。

　

佐さ

藤と
う

ネ
ル
ソ
ン
社し

ゃ

長ち
ょ
うが
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
を
昨さ

く

年ね
ん

訪お
と
ずれ
て

気き

に
入い

り
、
日に

本ほ
ん

映え
い

画が

上じ
ょ
う

映え
い

の
企き

画か
く

を
同ど

う

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

会か
い

に

持も

ち
か
け
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

ア
イ
デ
ア
は
始は

じ

ま
っ
た
。
残ざ

ん

念ね
ん

画が

だ
け
で
は
な
い
日に

本ほ
ん

を
伝つ

た

え
、
フ
ァ
ン
を
増ふ

や
し
た
い
」

と
語か

た
っ
た
。

アリアンサ
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Coreia do Norte diz que pode rever 
realização de cúpula com EUA

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Coreia do Norte (16/05/2018)

A Coreia do Norte afirmou 
que pode rever a realização 
de sua primeira cúpula com 
os Estados Unidos, caso 
Washington continue a pres-
sionar Pyongyang para que 
abandone unilateralmente 
seu programa nuclear.
Na quarta-feira, a Agência 
Central Coreana de Notí-
cias revelou a declaração do 
primeiro-vice-chanceler da 
Coreia do Norte, Kim Kye 
Gwan, que chefiou as ne-
gociações com os Estados 
Unidos.
A declaração ocorreu após 
o anúncio feito por Pyon-

gyang, no mesmo dia, de 
que havia suspendido a re-
alização de conversações de 
alto nível com a Coreia do 
Sul, também programadas 
para a quarta-feira.
A edição do dia do jornal 
Rodong Sinmun, pertencen-
te ao Partido dos Trabalha-
dores da Coreia, criticou ve-
ementemente os exercícios 
militares conjuntos de Co-
reia do Sul e Estados Unidos 
chamados de Max Thunder, 
que tiveram início na sexta-
feira passada e têm duas se-
manas de duração.
Ao se referir à mobilização 

de cerca de 100 aeronaves, a 
publicação acusou as mano-
bras de serem “um desafio 
flagrante à Declaração de 
Panmunjom e uma provoca-
ção intencional que vai con-
tra ao desenvolvimento po-
lítico positivo na Península 
Coreana”.
O Rodong Sinmun culpou 
totalmente a Coreia do Sul 
pela suspensão das conver-
sações intercoreanas que 
estavam programadas para 
discutir a implementação da 
declaração.
As recentes movimentações 
são vistas como um esfor-

O Ministério da Defesa do 
Japão planeja iniciar con-
versações com autoridades 
regionais de duas localida-
des candidatas para o po-
sicionamento de um novo 
sistema terrestre de defesa 
contra mísseis balísticos.
O governo japonês visa ins-
talar duas unidades do Aegis 
Ashore para conter possí-

O PIB real do Japão para 
o período de janeiro a março 
do ano fiscal de 2017 dimi-
nuiu 0,2% em comparação 
ao trimestre anterior, o que 
corresponde a 0,6% na base 
anual. Este foi o primeiro 
crescimento negativo em 
nove trimestres ou dois anos 
e três meses.
No Comentário de hoje, 
vamos ouvir Toshihiro Na-
gahama, economista-chefe 
executivo do Instituto de 
Pesquisas Dai-ichi Life. Ele 
vai nos falar sobre o que 
está por trás do crescimento 
negativo do último trimes-
tre do ano fiscal de 2017 e 
perspectivas futuras para a 
economia.
Ele diz: “Analisando os 
números detalhadamente, 
acredito que a contração foi 
causada por fatores tempo-
rários. Vimos uma grande 
queda no consumo pessoal. 

ço da Coreia do Norte para 
manter a vantagem no pro-
cesso que culminará em sua 
cúpula com os Estados Uni-
dos no dia 12 de junho, em 
Cingapura.
Washington visa fazer com 
que Pyongyang se desnucle-
arize de maneira completa, 
irreversível e verificável. Já 
o lado norte-coreano quer 
um plano por etapas, in-
cluindo a garantia de segu-
rança para seu regime e a re-
moção de ameaças militares 
contra o país.

Defesa nacional (15/05/2018)

Comentário (16/05/2018)

Governo  japonês  planeja  iniciar 
conversações  com  localidades  para 
posicionamento de novo sistema antimíssil

Comentário — Perspectivas após primeira 
contração do PIB em nove trimestres no Japão

veis ataques de mísseis da 
Coreia do Norte.
Ele considera posicioná-los 
em locais de treinamento 
das Forças de Autodefesa 
nas províncias de Akita, no 
norte, e de Yamaguchi, no 
oeste do país.
Na terça-feira, o ministro da 
Defesa, Itsunori Onodera, 
declarou à imprensa que o 

Isto se atribui às pessoas 
gastando menos com ali-
mentação devido aos altos 
preços dos vegetais, bem 
como uma queda nos gas-
tos com entretenimento. Isto 
porque fortes nevascas leva-
ram as pessoas a evitar sair 
de casa. Tivemos uma seve-
ra onda de frio que começou 
no final do ano passado, e 
acredito que o clima anor-
mal teve um impacto signi-
ficativo.
Além disso, mais da metade 
dos 0,2% de contração eco-
nômica pode ser atribuído à 
queda nos estoques priva-
dos. Contudo, a queda vai 
acabar tendo um efeito po-
sitivo na taxa de crescimen-
to econômico do trimestre 
seguinte. E considerando 
os planos de produção das 
empresas a partir de abril, 
a economia deve voltar a 
ter crescimento positivo. As 

orçamento do atual ano fis-
cal inclui despesas com de-
senho básico e levantamen-
tos geológicos.
O ministro deu a entender 
que funcionários de alto 
escalão da pasta serão en-
viados em breve a Akita 
e Yamaguchi para iniciar 
conversações sobre detalhes 
específicos do planejado po-

exportações continuam au-
mentando, apesar do cresci-
mento estar estagnado. Afi-
nal, o país teve sua primeira 
contração em nove trimes-
tres. Então, ao meu ver, po-
demos encarar esta situação 
como temporária.
Ainda não sabemos o que 
esperar da cúpula entre Esta-
dos Unidos e Coreia do Nor-
te e da situação no Oriente 
Médio. Estes eventos lan-
çam dúvidas sobre os rumos 
das economias estrangeiras. 
Por causa deste cenário, os 
preços do petróleo bruto es-
tão aumentando, e por isso 
fica difícil esperar uma recu-
peração acentuada do con-
sumo. Mas acredito que, por 
enquanto, a economia vai 
continuar no caminho para 
a recuperação. Isto porque 
o incremento nas atividades 
de produção vai se traduzir 
em recuperação econômica, 

T ensões continuam eleva-
das no Oriente Médio após 
confrontos ligados à inaugu-
ração da embaixada dos Es-
tados Unidos em Jerusalém.
A transferência da embai-
xada americana de Tel Aviv 
para Jerusalém foi agilizada 
para acontecer na segunda-

feira, dia que marcou o 70º 
aniversário da fundação de 
Israel.
A mudança enfureceu pales-
tinos em Gaza e na Cisjor-
dânia que veem Jerusalém 
Oriental como a capital do 
futuro estado palestino.
Oficiais da Saúde da Pales-

tina dizem que mais de 60 
pessoas foram mortas e mais 
de 1.300 ficaram feridas por 
conta de disparos.
Israelenses e palestinos têm 
culpado uns aos outros pela 
violência.
Membros da Liga Árabe 
estão planejando organizar 
uma reunião de emergência 
na quarta-feira para discutir 
como lidar com a questão.

Confrontos  instigados  por   transferência 
de embaixada americana para Jerusalém 
deixam mais de 60 mortos

Israel (16/05/2018)

O presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, afir-
mou que vai insistir na des-
nuclearização em sua cúpu-
la com o líder da Coreia do 
Norte Kim Jong Un.
Na quarta-feira, o primeiro-
vice-chanceler norte-corea-
no, Kim Kye Gwan, deu a 
entender que a reunião entre 
os dois países programada 
para o próximo mês poderia 
ser cancelada. Ele disse que 
a Coreia do Norte seria for-
çada a rever a realização do 
encontro, caso os Estados 
Unidos tentem encurralar o 
país e exigir o desarmamen-
to nuclear unilateral.
Também no mesmo dia, 
Trump falou com repórteres 
na Casa Branca. O presiden-
te declarou que não havia re-
cebido nenhuma notificação 
sobre o cancelamento da 
cúpula por parte de Pyon-
gyang. Ele disse que seu 

Coreia do Norte  (17/05/2018)

EUA vão insistir na 
desnuclearização em 
cúpula com Coreia do 
Norte governo vai esperar para 

ver o que acontece.
Já a porta-voz da Casa 
Branca, Sarah Sanders, 
também conversou com 
alguns membros da im-
prensa. Ela chamou a cú-
pula entre Estados Uni-
dos e Coreia do Norte de 
um importante encontro 
e expressou prontidão 
em continuar com os pre-
parativos.
Sanders declarou que 
Donald Trump está pre-
parado para enfrentar 
duras negociações. A 
porta-voz afirmou que, 
caso a Coreia do Norte 
queira se reunir, os Esta-
dos Unidos estarão pron-
tos; mas que, em caso 
contrário, não haveria 
problema. Ela acrescen-
tou que, caso Pyongyang 
não deseje a realização 
de um encontro, Washin-
gton continuará a exercer 
pressão máxima.

O presidente do Irã, Has-
san Rouhani, ressaltou que 
conversações sobre a con-
tinuidade do acordo nuclear 
do país tiveram progresso.
Ele afirmou que o presi-
dente dos Estados Unidos, 
Donald Trump, esperava 
que Teerã deixasse o acordo 
após a retirada de Washing-
ton, mas que o lado irania-
no se recusou a seguir esse 
plano. Na quarta-feira, Rou-
hani declarou à imprensa 
que Trump fez sua primeira 
jogada, mas calculou mal a 
jogada seguinte. Ele deu a 
entender que foram os Esta-
dos Unidos que acabaram se 

Irã (17/05/2018)

Presidente do Irã diz que retirada 
de acordo nuclear isolou EUA

isolando.
Na terça-feira, o lado 
americano impôs san-
ções ao presidente do 
banco central iraniano e 
outros, acusando-os de 
envolvimento no finan-
ciamento do grupo mu-
çulmano xiita Hezbollah.
O ministro das Relações 
Exteriores do Irã, por sua 
vez, manteve conversa-
ções com suas contra-
partes de China, Rússia, 
Reino Unido, França e 
Alemanha. Eles reafir-
maram seu compromisso 
com o acordo nuclear.

sicionamento.
Perguntado se o Ministério 
da Defesa também plane-
ja informar os moradores, 
Onodera respondeu que fun-
cionários vão levar a ideia 
em consideração quando 
consultarem autoridades re-
gionais.
O ministério planeja infor-
mar governos regionais so-
bre o significado do Aegis 
Ashore para a segurança na-
cional e o possível impacto 
das ondas eletromagnéticas 
do radar do sistema sobre o 
meio ambiente.

ainda que o consumo pesso-
al não se recupere.
Normalmente, medidas fi-
nanceiras e fiscais são to-
madas para incentivar a 
economia. No Japão, o ban-
co central já fez de tudo em 
termos de política financei-
ra. Quanto à política fiscal, 
o governo do premiê Shinzo 
Abe já tomou medidas am-
plas, apesar de atualmente o 
governo manter uma política 
de austeridade. Para incenti-
var o consumo pessoal no 
país, o Japão precisa de me-
didas fiscais que lembrem 
as deduções fiscais amplas 
e de longo prazo de Donald 
Trump nos Estados Unidos. 
Se nada mudar, a economia 
japonesa deve continuar de-
pendendo da demanda es-
trangeira, que por sua vez 
depende dos rumos das eco-
nomias no exterior.”
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